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　　事後評価を実施する事業の一覧表（道路事業） 中部地方整備局

整理
番号

事業
種別
※１

該当
項目
※２

都道
府県
名

路線
番号

箇　所　名 事業の目的
事業
延長
(km)

事業化
年度

都市計画
決定又は
変更年度

用地
着手
年度

工事
着手
年度

供用済
み延長
(km)

全体
事業費
（億円）

事業
進捗率
（％）

事業を巡る社会情勢等の変化 今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性 Ｂ／Ｃ
対応方針

（案）
備　　　　　考

1 2次 ①
静
岡

1
一般国道1号
南二日町交差点

・一般国道1号南二日町交差点は、国道1号と国道136号との結
節点における延長0.5kmの交差点。
　下記の3点を主な目的として事業を推進。
　・道路の冠水対策
　・交通事故の削減
　・慢性的な渋滞の解消

0.5 H元 H4 H6 H11 0.5 64 100

・平成21年7月に東駿河湾環状道路（沼津岡宮IC～三島塚原IC間）
が開通し、その後、平成24年4月に新東名高速道路（御殿場JCT～
浜松いなさJCT間）が開通、平成26年2月には東駿河湾環状道路
（三島塚原IC～函南塚本IC間）が順次開通したことで、幹線ネット
ワークが拡充し、国道１号の交通量は約8,000台/日減少。

・一般国道1号南二日町交差点は事業が完了して
おり、整備目的どおりの効果が発現していることか
ら、今後の事後評価の必要はない。
・一般国道1号南二日町交差点は、整備目的を達
成していると判断できるため、改善措置の必要はな
い。

1.02 対応なし

2
地
高

①
愛
知

23
一般国道23号
豊橋東バイパス

・一般国道23号豊橋東バイパスは、愛知県豊橋市東細谷町から
愛知県豊橋市野依町に至る延長9.2㎞の地域高規格道路。
　下記の3点を主な目的として事業を推進。
　・交通渋滞の緩和
　・物流効率化
　・災害に強い道路機能の確保

9.2 H4 S61 H7 H14 9.2 446 100

・平成25年6月に豊橋東バイパスが暫定2車線で、平成28年2月には
新東名高速道路（浜松いなさJCT～豊田東JCT間）が開通。
・豊橋東バイパスを含め名豊道路の順次開通や新東名高速道路の
開通以降と整備前を比較して、断面交通量は約5.3万台／12h増加。

・一般国道23号豊橋東バイパスは、暫定2車線の
効果が発現していることから、今後暫定2車線に対
する事後評価の必要はない。
・ただし、当該事業は完成4車線の整備事業である
ため、継続している4車線事業に対する再評価は今
後も実施する。
・一般国道23号豊橋東バイパスは、効果が発現し
ており、暫定2車線までについて改善措置の必要性
はない。

3.2 対応なし

3
地
高

①
愛
知

23
一般国道23号
豊橋バイパス

・一般国道23号豊橋バイパスは、愛知県豊橋市野依町から愛知
県豊川市為当町に至る延長17.6㎞の地域高規格道路。
　下記の3点を主な目的として事業を推進。
　・交通渋滞の緩和
　・物流効率化
　・災害に強い道路機能の確保

17.6
S48
H元

S49
S61
H3

S50 S55 17.6 1,390 100

・平成24年10月に豊橋バイパスが暫定2車線で、平成28年2月には
新東名高速道路（浜松いなさJCT～豊田東JCT間）が開通。
・豊橋バイパスを含め名豊道路の順次開通や新東名高速道路の開
通以降と整備前を比較して、断面交通量は約5.3万台／12h増加。

・一般国道23号豊橋バイパスは、暫定2車線の効
果が発現していることから、今後暫定2車線に対す
る事後評価の必要はない。
・ただし、当該事業は完成4車線の整備事業である
ため、継続している4車線事業に対する再評価は今
後も実施する。
・一般国道23号豊橋バイパスは、効果が発現して
おり、暫定2車線までについて改善措置の必要性
はない。

3.2 対応なし

4 2次 ①
三
重

42
一般国道42号
紀宝バイパス

・一般国道42号紀宝バイパスは、三重県南牟婁郡紀宝町井田
から三重県南牟婁郡紀宝町成川に至る延長3.8kmの道路。

　下記の3点を主な目的として事業を推進。
　・交通渋滞の緩和
　・交通事故の削減
　・紀宝町と新宮市の地域連携

3.8 S47 - S49 S55 3.8 175 100

・紀宝バイパスが開通したことで、(主)紀宝川瀬線（旧国道42号）の
交通量は7割減少し、バイパスへの転換が図られている。
・特に、大型車の（主）紀宝川瀬線（旧国道42号）の交通量は、部分
開通時から8割減少。

・一般国道42号紀宝バイパスは事業が完了してお
り、整備目的どおりの効果が発現していることか
ら、今後の事後評価の必要はない。
・一般国道42号紀宝バイパスは、整備目的を達成
していると判断できるため、改善措置の必要はな
い。

1.1 対応なし

5 高 ①
三
重

-
近畿自動車道紀勢線
（尾鷲北～紀伊長島）

・近畿自動車道紀勢線（尾鷲北～紀伊長島）は、三重県尾鷲市
坂場西町から三重県北牟婁郡紀北町紀伊長島区東長島に至る
延長21.2kmの高規格幹線道路。
　下記の4点を主な目的として事業を推進。
　・広域ネットワークの構築
　・災害に強い道路機能の確保
　・地域活性化の支援
　・救急医療活動の支援

21.2 H11 H8 H17 H18 21.2 1,097 100

・近畿自動車道紀勢線（尾鷲北～紀勢長島）が開通し、幹線ネット
ワークの拡充が図られている。
・地域の大動脈である近畿自動車道紀勢線（尾鷲北～紀勢長島）へ
交通が転換し、特に大型車の転換が多く図られている。

・近畿自動車道紀勢線（尾鷲北～紀伊長島）は事
業が完了しており、整備目的どおりの効果が発現し
ていることから、今後の事後評価の必要はない。
・近畿自動車道紀勢線（尾鷲北～紀伊長島）は、整
備目的を達成していると判断できるため、改善措置
の必要はない。

1.4 対応なし

6 高 ①
三
重

42
一般国道42号
熊野尾鷲道路

・一般国道42号熊野尾鷲道路は、三重県尾鷲市南浦から三重
県熊野市大泊町に至る延長18.6kmの高規格幹線道路。
　下記の4点を主な目的として事業を推進。
　・広域ネットワークの構築
　・災害に強い道路機能の確保
　・地域活性化の支援
　・救急医療活動の支援

18.6 H8 H11 H14 H14 18.6 1,048 100
・熊野尾鷲道路が開通し、幹線ネットワークの拡充が図られている。
・地域の大動脈である熊野尾鷲道路へ交通が転換し、特に大型車
の転換が多く図られている。

・熊野尾鷲道路は事業が完了しており、整備目的
どおりの効果が発現していることから、今後の事後
評価の必要はない。
・熊野尾鷲道路は、整備目的を達成していると判断
できるため、改善措置の必要はない。

1.5 対応なし

※１．（事業種別）　　高規格：高　　　地域高規格：地高　　　一般１次改築：１次　　　一般２次改築：２次
※２．（事後評価該当項目） ①事業完了後一定期間（５年以内）が経過した事業

②審議結果を踏まえ、改めて必要があると判断した事業
③その他

2
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事後評価結果（平成３０年度）（案） 

担 当 課：         

担当課長名：        

事業名 
 
 

みなみふつか まち 

一般国道１号 南二日町交差点 

事業 

区分 
 

一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

中部地方整備局 

起終点  
みしま   みなみふつか まち 

静岡県三島市南二日町 

延長  

０．５km 
事業概要 

一般国道１号は、我が国の社会経済活動を支える主要幹線道路であり、国内交通の東西軸を結ぶ物流

の大動脈として重要な路線である。一般国道１号南
みなみ

二日
ふ つ か

町
まち

交差点は、国道１号と伊豆
い ず

半島の幹線道路で

ある国道１３６号との結節点における延長０．５ｋｍの交差点であり、観光交通の集中および沼津
ぬ ま づ

市、

三島
み し ま

市の地域内交通が集中することにより、慢性的に渋滞が発生している。一般国道１号南
みなみ

二日
ふ つ か

町
まち

交差

点改良事業は、道路の冠水対策、交通事故の削減、慢性的な渋滞の解消を目的とした事業である。 

事業の目的・必要性 

一般国道１号南
みなみ

二日
ふ つ か

町
まち

交差点改良事業は、道路の冠水対策、交通事故の削減、慢性的な渋滞の解消を 

目的とした事業である。 
 

事
業
効
果
等 

事業期間 
事業化年度 

都市計画決定 

H元年度 

H４年度 

用地着手 

工事着手 

H ６年度 

H１１年度 
供用年 
（暫定/完成） 

（当初）－/H23年度 

（実績）－/H26年度 

変 

動 

 

1.14倍 

事業費 
計画時 
（暫定/完成） 

（名目値）－/62億円 

（実質値）－/59億円 

実績  
（暫定/完成） 

（名目値）－/64億円 

（実質値）－/59億円 

変 
動 

 

1.03倍 

交通量 
（当該路線）

計画時 
（暫定/完成） 

 

－/29,300台/日 
実績 

 

（暫定/完成） 

 

－/22,900台/日 
変 
動 

 

78％ 

旅行速度向上 
(供用前現道→当該路線) 

7.5  →  13.0 km/h 

(供用前年次)H17年     (供用後年次)H27年 

交通事故減少 
(供用前現道→当該路線) 

23.0 →  9 件/年 
(供用前年次)H15～16年  (供用後年次)H27～28年 

費用対効果 
分析結果 

（当初） 

B／C 
 

１．３ 

総費用 76億円 

事 業 費：74億円 

維持管理費：2.2億円 

総便益     96億円 

走行時間短縮便益：  92億円 

走行経費減少便益： 3.8億円 

交通事故減少便益：0.29億円 

基準年 

平成１７年 

費用対効果 
分析結果 

（事後） 

B／C 
 

１．０２ 

総費用 114億円 

事 業 費：109億円

維持管理費：4.8億円 

総便益 117億円 
走行時間短縮便益：96億円

走行経費減少便益：16億円
交通事故減少便益：4.8億円 

基準年 

平成３０年 

事業遅延によるコスト増  
－億円 

 

－億円 
 

事業遅延の理由 

特になし。 
3
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 客観的評価指標に対応する事後評価項目 

①円滑なモビリティの確保 

・南二日町交差点の年間渋滞損失時間の削減が見込まれる。 

【当該区間：約４万人時間／年削減（約５,９４２万人時間／年→約５,９３８万人時間／年）】 

・利便性の向上が期待できるバス路線が存在する。 

【株式会社西伊豆東海バス 西伊豆特急バス（三島駅～松崎）】 

②個性ある地域の形成 

・伊豆半島の年間観光入込客数：４，５２５万人(Ｈ２８) 

③無電柱化による美しい町並みの形成 

・国道１号南二日町電線共同溝完成（Ｈ２４） 

④災害への備え 

・対象区間が第１次緊急輸送道路に指定 

⑤地球環境の保全 

・ＣＯ２排出量が約１２４２．５ｔ／年削減【約１,６３２千ｔ／年→約１,６３１千ｔ／年】 

⑥生活環境の改善・保全 

・ＮＯ２排出量が約０．１２ｔ／年削減【約９．１９ｔ／年→約９．０７ｔ／年】 

・ＳＰＭ排出量が約０．０１ｔ／年削減【約０．５２ｔ／年→約０．５１ｔ／年】 

⑦他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとの関係 

・関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要性または一体的整備による効果 

その他評価すべきと判断した項目 

特になし。 

事 

業

変

化 

環境影響評価に対応する項目 

環境影響評価は実施していない。 

その他評価すべきと判断した項目 

特になし。 

事業評価監視委員会の意見 

 

事業を巡る社会経済情勢等の変化 

・平成21年に東駿河湾環状道路（沼津岡宮IC～三島塚原IC間）が開通、平成24年に新東名高速道路（御殿場

JCT～浜松いなさJCT間）が開通、平成26年に東駿河湾環状道路（三島塚原IC～函南塚本IC間）が開通。 

・東駿河湾環状道路（沼津岡宮IC～三島塚原IC間）が開通以降、新東名高速道路（御殿場JCT～浜松いなさ

JCT間）、東駿河湾環状道路（三島塚原IC～函南塚本IC間）が順次開通したことで、国道１号の交通量は

減少。 

今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性 

・一般国道１号南二日町交差点は、事業が完了しており、整備目的どおりの効果が発現していることから、

今後の事後評価の必要はないと考えます。 

・一般国道１号南二日町交差点は、整備目的を達成していると判断できるため、改善措置の必要はないと 

考えます。 

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性 

・同種事業の計画・調査にあたっては、広域的な効果が発現するという観点で道路整備による多面的な効果

の把握に努める必要があると考えます。 

また、事業評価手法の見直しの必要はないと考えます。 

特記事項 

特になし。 

 
※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 
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様
式

1
　
客

観
的

評
価

指
標

に
よ
る
事

業
採

択
の

前
提

条
件

、
事

業
の

効
果

や
必

要
性

の
確

認
の

状
況

事
業
名

一
般
国
道
1
号
　
南
二
日
町
交
差
点

事
業
主
体

中
部
地
方
整
備
局

●
事
業
採
択
の
前
提
条
件
を
確
認
す
る
た
め
の
指
標

指
　
　
標

前
提
条
件

事
業
の

効
率
性

■
便
益
が
費
用
を
上
回
っ
て
い
る

●
事

業
の

効
果

や
必
要
性
を
評
価
す
る
た
め
の
事
後
評
価
項
目

政
策

目
標

指
　
標

　
（
対

象
と
な
る
指

標
の

み
記

載
。
効

果
が

確
認

さ
れ

る
も
の

は
□

を
■

に
変

更
）

1
.活

力

●
現
道
等
の
年
間
渋
滞
損
失
時
間
（
人
・
時
間
）
及
び
削
減
率

■
現
道
等
に
お
け
る
混
雑
時
旅
行
速
度
が

2
0
km

/
h
未

満
で
あ
っ
た
区

間
の

旅
行

速
度

の
改

善
状

況

□
現

道
又

は
並

行
区

間
等

に
お
け
る
踏

切
道

の
除

却
も
し
く
は

交
通

状
況

の
改

善

■
当
該
路
線
の
整
備
に
よ
り
バ
ス
路
線
の

利
便

性
向

上

□
新

幹
線

駅
も
し
く
は

特
急

停
車

駅
へ

の
ア
ク
セ
ス
向

上
の

状
況

□
第
一
種
空
港
、
第
二
種
空
港
、
第
三
種
空
港
も
し
く
は
共
用
飛
行
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
状
況

□
重

要
港

湾
も
し
く
は

特
定

重
要

港
湾

へ
の

ア
ク
セ
ス
向

上
の

状
況

□
農
林
水
産
業
を
主
体
と
す
る
地
域
に
お
け
る
農
林
水
産
品
の
流
通
の
利
便
性
向
上
の
状
況

□
現

道
等

に
お
け
る
総

重
量

2
5
tの

車
両

も
し
く
は

IS
O
規

格
背

高
海

上
コ
ン
テ
ナ
輸

送
車

が
通

行
で
き
な
い
区

間
が

解
消

□
都

市
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

支
援

に
関

す
る
効

果

□
広
域
道
路
整
備
基
本
計
画
に
位
置
づ
け
の
あ
る
環
状
道
路
を
形
成
（
又
は
一
部
形
成
）
す
る
効
果

□
市
街
地
再
開
発
、
区
画
整
理
等
の
沿
道
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
に
関
す
る
効
果

□
中
心
市
街
地
内
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
効

果

□
幹
線
都
市
計
画
道
路
網
密
度
が
1
.5
km

/
km

2
以

下
で
あ
る
市

街
地

内
で
の

事
業

で
あ
る

□
D
ID
区
域
内
の
都
市
計
画
道
路
整
備
で
あ
り
、
市
街
地
の
都
市
計
画
道
路
網
密
度
が
向
上

□
対
象
区
間
が
現
在
連
絡
道
路
が
な
い
住

宅
宅

地
開

発
(3
0
0
戸

以
上

又
は

1
6
h
a以

上
、
大

都
市

に
お
い
て
は

1
0
0
戸

以
上

又
は

5
h
a以

上
)へ

の
連
絡
道
路
と
な
っ
た

都
市
の

再
生

物
流
効

率
化
の
支

援

指
標

チ
ェ
ッ
ク
の

根
拠

事
業

全
体

：
費

用
便

益
比

(Ｂ
／

Ｃ
)＝

1
.0
2
(経

済
的

純
現

在
価

値
(Ｂ

－
Ｃ
)＝

2
.5
億

円
、
経

済
的

内
部

収
益

率
(Ｅ

ＩＲ
Ｒ
)＝

4
.1
％

)

指
標

チ
ェ
ッ
ク
の

根
拠

円
滑
な
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
確
保

区
間

a（
費

用
便

益
分

析
対

象
区

間
）
に
つ
い
て

渋
滞
損
失
時
間
（
現
況
）
：
8
,9
1
0
万

人
・
時

間
/
年

渋
滞
損
失
削
減
時
間
：
4
万
人
・
時

間
/
年

（
5
，
9
4
2
万
人
・
時
間
/
年
⇒
5
，
9
3
8
万
人
・
時
間
/
年
）

区
間

b（
当

該
区

間
）
に
つ
い
て
：
国

道
1
号

（
三

島
市

南
二

日
町

～
駿

東
郡

清
水

町
玉

川
）

当
該
区
間
の
渋
滞
損
失
時
間

：
1
4
6
万
人
・
時
間
/
年

当
該
区
間
の
渋
滞
損
失
削
減
率
：
約
１
割
削
減

対
象
区
間
（
国
道
１
号
：
三
島
市
南
二
日
町
～
駿
東
郡
清
水
町
玉
川
）
、
改
善
見
込
み
（
混
雑
時
旅
行
速
度
７
．
５
km

/
h
→

２
４
．
０
km

/
h
）

株
式
会
社
西
伊
豆
東
海
バ
ス
　
西
伊
豆
特
急
バ
ス
（
三
島
駅
～
松
崎
）
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□
高
速
自
動
車
国
道
と
並
行
す
る
自
専
道
（
A
'路

線
）
と
し
て
の
位
置
づ
け
あ
り

□
地
域
高
規
格
道
路
の
位
置
づ
け
あ
り

□
当
該
路
線
が
新
た
に
拠
点
都
市
間
を
高
規
格
幹
線
道
路
で
連
絡
す
る
ル

ー
ト
を
構
成
す
る
（
Ａ
’
路
線
と
し
て
の
位
置
づ
け
が

あ
る
場

合
）

□
当
該
路
線
が
隣
接
し
た
日
常
活
動
圏
中
心
都
市
間
を
最
短
時
間
で
連
絡
す
る
路
線
を
構
成
す
る

□
現
道
等
に
お
け
る
交
通
不
能
区
間
が
解
消

□
現
道
等
に
お
け
る
大
型
車
の
す
れ
違
い
困
難
区
間
を
解
消

□
日
常
活
動
圏
の
中
心
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
の

状
況

□
鉄
道
や
河
川
等
に
よ
り
一
体
的
発
展
が

阻
害

さ
れ

て
い
る
地

区
の

一
体

的
発

展
へ

の
寄

与
の

状
況

□
拠

点
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地

域
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
大

規
模

イ
ベ
ン
ト
を
支

援
に
関

す
る
効

果

■
主
要
な
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
る
効

果

□
特

別
立

法
に
基

づ
く
事

業
と
し
て
の

効
果

□
新
規
整
備
の
公
共
公
益
施
設
へ
直
結
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
効

果

□
歴
史
的
景
観
を
活
か
し
た
道
路
整
備
や
中
心
商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
道
路
整
備
等
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
事
業
と
し
て

の
効
果

2
.暮

ら
し

□
自
転
車
利
用
空
間
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
当

該
区

間
の

歩
行

者
・
自

転
車

の
通

行
の

快
適

・
安

全
性

の
向

上
の

状
況

□
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
重
点
整
備
地
区
に
お
け
る
特
定
経
路
を
形
成
す
る
区
間
が
新
た
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た

■
対
象
区
間
が
電
線
類
地
中
化
５
ヶ
年
計
画
に
位
置
づ
け
有
り

□
市
街
地
又
は
歴
史
景
観
地
区
（
歴
史
的
風
土
特
別
保
存
区
域
及
び
重
要
伝
統
的
建
造
物
保
存
地
区
）
の
幹
線
道
路
に
お
い
て
新
た

に
無
電
柱
化
を
達
成

安
全
で
安
心
で
き
る

く
ら
し
の

確
保

□
三
次
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の

状
況

3
.安

全

□
現
道
等
に
お
け
る
交
通
量
の
減
少
、
歩
道
の
設
置
又
は
線
形
不
良
区
間
の
解
消
等
に
よ
る
当
該
区
間
の
安
全
性
の
向
上
の
状
況

□
歩
道
が
無
い
又
は
狭
小
な
区
間
に
歩
道
が

設
置

さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
安

全
性

向
上

の
状

況

□
近
隣
市
へ
の
ル
ー
ト
が
１
つ
し
か
な
く
、
災
害
に
よ
る
１
～
２
箇
所
の
道
路
寸
断
で
孤
立
化
す
る
集
落
を
解
消

■
対
象
区
間
が
、
都
道
府
県
地
域
防
災
計
画
、
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
又
は
地
震
対
策
緊
急
整
備
事
業
計
画
に
位
置
づ
け

が
あ
る
、
又
は
地
震
防
災
緊
急
事
業
五
ヶ
年
計
画
に
位
置
づ
け
の
あ
る
路
線
（
以
下
「
緊
急
輸
送
道
路
」
と
い
う
）
と
し
て
位
置
づ
け
あ
り

□
緊
急
輸
送
道
路
が
通
行
止
に
な
っ
た
場
合
に
大
幅
な
迂
回
を
強
い
ら
れ
る
区
間
の
代
替
路
線
を
形
成

□
並
行
す
る
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
替
路

線
と
し
て
機

能
す
る
（
A
'路

線
と
し
て
の

位
置

づ
け
が

あ
る
場

合
）

□
現

道
等

の
防

災
点

検
又

は
震

災
点

検
要

対
策

箇
所

も
し
く
は

架
替

の
必

要
の

あ
る
老

朽
橋

梁
に
お
け
る
通

行
規

制
等

が
解

消

□
現
道
等
の
事
前
通
行
規
制
区
間
、
特
殊
通
行
規
制
区
間
又
は
冬
期
交
通
障
害
区
間
の
代
替
路
線
を
解
消

□
避
難
路
へ
1
km

以
内
で
到
達
で
き
る
地

区
が

新
た
に
増

加

□
幅
員
6
m
以
上
の
道
路
が
な
い
た
め
消
火
活
動
が
出
来
な
い
地
区
が
解
消

□
密
集
市
街
地
に
お
け
る
事
業
で
火
災
時

の
延

焼
遮

断
帯

と
し
て
機

能

安
全
な
生
活
環
境

の
確
保

災
害
へ

の
備
え

第
１
次
緊
急
輸
送
道
路
に
指
定

歩
行
者
･自

転
車
の

た
め
の
生
活
空
間

の
形
成

無
電
柱
化
に
よ
る

美
し
い
町

並
み

の
形
成

国
道
１
号
南
二
日
町
電
線
共
同
溝
（
Ｈ
２
４
完
成
）

個
性
あ
る
地
域
の

形
成

伊
豆
半
島
：
年
間
観
光
客
入
り
込
み
数
４
，
５
２
５
万
人
(Ｈ

２
８
)

国
土
・
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の

構
築
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4
.環

境
地
球

環
境
の
保
全

●
対
象
道
路
の
整
備
に
よ
り
削
減
さ
れ
る
自
動
車
か
ら
の
C
O
2
排
出
量

●
現
道
等
に
お
け
る
自
動
車
か
ら
の
N
O
2
排
出
削
減
率

●
現

道
等

に
お
け
る
自

動
車

か
ら
の

S
P
M
排

出
削

減
率

□
現
道
等
で
騒
音
レ
ベ
ル
が
夜
間
要
請
限
度
を
超
過
し
て
い
た
区
間
の
騒
音
レ
ベ
ル
の
改
善
の
状
況

□
そ
の
他
、
環
境
や
景
観
上
の
効
果

5
.そ

の
他

□
道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
又

は
都

市
計

画
道

路
整

備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位

置
づ
け
ら
れ

て
い
る

□
関
連
す
る
大
規
模
道
路
事
業
と
一
体
的
に
整
備
す
る
必
要
性
ま
た
は
一
体
的
整
備
に
よ
る
効
果

□
他
機
関
と
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
効
果

そ
の
他

□
そ
の
他
、
対
象
地
域
や
事
業
に
固
有
の
事
情
等
、
以
上
の
項
目
に
属
さ
な
い
効
果

Ｃ
Ｏ
２
排

出
削

減
量

：
1
,2
4
2
.5
t/
年

生
活
環
境
の
改
善
・

保
全

評
価

対
象

区
間

（
当

該
区

間
）

Ｎ
Ｏ
２
排

出
削

減
量

：
0
.1
2
t／

年
（
約

9
.1
9
ｔ／

年
→

約
9
.0
7
ｔ／

年
）

Ｎ
Ｏ
２
排
出
削
減
率
：
約
2
％

評
価

対
象

区
間

（
当

該
区

間
）

Ｓ
Ｐ
Ｍ
排

出
削

減
量

：
0
.0
1
t／

年
（
約

0
.5
2
ｔ／

年
→

約
0
.5
1
ｔ／

年
）

Ｓ
Ｐ
Ｍ
排

出
削

減
率

：
約

2
％

他
の

ﾌ
ﾟﾛ
ｼ
ﾞｪ
ｸ
ﾄと

の
関
係

7



様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・そ

の他の別

一般国道１号 南二日町交差点 Ｌ＝０．５ｋｍ 二次改築 現道拡幅

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

22,900 2 中部地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成３０年度

単純合計 62億円 9.3億円 71億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

109億円 4.8億円 114億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成３０年度

供 用 年 平成２６年度

単年便益
（初年便益）

4.0億円 0.63億円 0.20億円 4.8億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

96億円 16億円 4.8億円 117億円 

③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

費用便益比（事業全体） 1.02

経済的内部収益率（事業全体） 4.1%

経済的純現在価値（事業全体） 2.5億円 
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交通状況の変化

事業名：一般国道１号　南二日町交差点（事業全体）

（推計時点    Ｈ42年）

交通量※1 [台/日]

走行時間※2 [分]

走行時間費用※3 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１：　当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２：　配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３：　費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４：　当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

※５：　②主な周辺道路における交通量の予測地点は、事業全体と残事業で同地点において設定する。

（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）

※６：（主）三島富士線、（一）沼津三島線

3.16 2.55

②主な周

辺道路※4

9,600

10 10

17.67 17.32

南側並行市道
1.1km

5,000 4,200

4

22,900

4

2

9.4211.24

3

様式－３①

整備なし(A) 整備あり(B)

①新設・改築道路
新設区間

本線橋：0.5km
オフランプ：0.3km

21,100

走行時間費用
整備なし(A)

2

走行時間短縮便益
(A - B)

2.61 3.14

(主)三島裾野線
1.1km

13,500 12,400

4

走行時間費用
整備あり(B)

(主)三島富士線等
2.4km

9,700

合計：965.5km 6,482.55 6,478.74 3.81

③その他道路合計
:960.1km

6,447.87 6,446.31

①改築道路
本線橋
L=0.5km

①改築道路
（オフランプ）
L=0.3km

②（主）三島裾野線
L=1.1km

②（主）三島富士線等※６
L=2.4km

②南側並行市道
L=1.1km
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様式－３②

費用便益分析の条件

事業名： 一般国道１号　南二日町交差点

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成３０年２月　国土交通省　道路局　都市局）

その他 □

分析対象期間 ５０年間

社会的割引率 4%

基準年次 平成３０年

１時点のみ推計 ■（Ｈ４２）
複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有 □ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（ ） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（ ）
簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

その他（ ） □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 □
採用理由を記載

その他（ ） □

推計に用いた
ＯＤ表

■
（Ｈ２２センサス）

□

算出マニュアル
■

分析の基本的事項

交通流の
推計時点

推計の状況
いずれかのみ
の推計の場合

開発交通量の
考慮

有の場合のみ

配分交通量の
推計手法 簡易手法の

採択理由

速度設定の
考え方

■

交通量が、交通容量（Ｑmax～Ｑmin）以上の路線、交通容量（Ｑmin～Ｑmax）の路線、等が混在
した配分結果となっているため、費用便益算出においては、速度差の生ずる「加重平均速度」を
用いた。
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事業名： 一般国道１号　南二日町交差点

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した通行止め日数 （　　　）　日

とり止め交通を考慮する □
とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）　日
採用した冬期日数の考え方を記載

冬期の走行速度と交通容量の関係
設定の考え方を記載

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

中央分離帯の有無を考慮 □

中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □
　（考慮の場合、算出根拠を添付すること）

その他

休日交通の
影響 考慮する

場合のみ

採用した通行止め日数の考え方を記載

考慮する
場合のみ

便
益
の
算
定

災害等による
通行止めの

影響 考慮する
場合のみ

走行時間短縮・走
行経費減少・交通
事故減少以外の便

益

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

冬期交通の
影響

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定
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事業名： 一般国道１号　南二日町交差点

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

その他（概算事業計画による値を採用） □
維持管理費の設定根拠を記載

事務所管内直轄路線の1km当たり平均単価（実績値）を使用

積雪地域または寒冷地域である □

考慮しない ■

考慮する □

事業費を考慮 □

維持管理費を考慮 □
当該道路整備が行われない場合の費用を考慮した理由及び考え方を記載（対策内容、費用等）

その他

４．その他

費
用
の
算
定

事業費

維持管理費

雪寒費

当該道路整備が
行われない場合

の費用 考慮する
場合のみ
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様式－４

費用の現在価値算定表
維持修繕費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：一般国道１号　南二日町交差点 単価（億円） 延長（km） 単純価値(億円）

（事業全体） 0.40 0.5 0.20

割戻率 GDP 事　業　費（億円） 維持管理費（億円）
年次  年度 デフレータ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値

-25年目 H 1 3.1187 110.8 0.19 0.56

-24年目 H 2 2.9987 113.3 0.19 0.53

-23年目 H 3 2.8834 116.0 0.58 1.49

-22年目 H 4 2.7725 117.6 0.58 1.41

-21年目 H 5 2.6658 117.9 0.39 0.90

-20年目 H 6 2.5633 117.8 3.28 7.33

-19年目 H 7 2.4647 117.1 4.15 8.98

-18年目 H 8 2.3699 116.6 4.84 10.12

-17年目 H 9 2.2788 117.5 3.74 7.45

-16年目 H 10 2.1911 116.9 2.41 4.65

-15年目 H 11 2.1068 115.2 2.88 5.41

-14年目 H 12 2.0258 113.8 1.77 3.25

-13年目 H 13 1.9479 112.4 10.15 18.09

-12年目 H 14 1.8730 110.5 3.09 5.38

-11年目 H 15 1.8009 109.0 4.00 6.79

-10年目 H 16 1.7317 107.9 2.95 4.87

-9年目 H 17 1.6651 106.7 3.62 5.81

-8年目 H 18 1.6010 105.9 5.43 8.44

-7年目 H 19 1.5395 105.0 1.90 2.87

-6年目 H 20 1.4802 104.4 1.74 2.53

-5年目 H 21 1.4233 103.0 0.39 0.56

-4年目 H 22 1.3686 101.3 0.48 0.66

-3年目 H 23 1.3159 99.8 0.33 0.45

-2年目 H 24 1.2653 99.0 1.43 1.87

-1年目 H 25 1.2167 99.0 1.25 1.58

供用開始年次 H 26 1.1699 101.5 0.19 0.22

1年目 H 27 1.1249 103.0 0.19 0.21

2年目 H 28 1.0816 102.8 0.19 0.20

3年目 H 29 1.0400 102.8 0.19 0.19

4年目 H 30 1.0000 102.8 0.19 0.19

5年目 H 31 0.9615 102.8 0.19 0.18

6年目 H 32 0.9246 102.8 0.19 0.17

7年目 H 33 0.8890 102.8 0.19 0.16

8年目 H 34 0.8548 102.8 0.19 0.16

9年目 H 35 0.8219 102.8 0.19 0.15

10年目 H 36 0.7903 102.8 0.19 0.15

11年目 H 37 0.7599 102.8 0.19 0.14

12年目 H 38 0.7307 102.8 0.19 0.14

13年目 H 39 0.7026 102.8 0.19 0.13

14年目 H 40 0.6756 102.8 0.19 0.13

15年目 H 41 0.6496 102.8 0.19 0.12

16年目 H 42 0.6246 102.8 0.19 0.12

17年目 H 43 0.6006 102.8 0.19 0.11

18年目 H 44 0.5775 102.8 0.19 0.11

19年目 H 45 0.5553 102.8 0.19 0.10

20年目 H 46 0.5339 102.8 0.19 0.10

21年目 H 47 0.5134 102.8 0.19 0.10

22年目 H 48 0.4936 102.8 0.19 0.09

23年目 H 49 0.4746 102.8 0.19 0.09

24年目 H 50 0.4564 102.8 0.19 0.08

25年目 H 51 0.4388 102.8 0.19 0.08

26年目 H 52 0.4220 102.8 0.19 0.08

27年目 H 53 0.4057 102.8 0.19 0.08

28年目 H 54 0.3901 102.8 0.19 0.07

29年目 H 55 0.3751 102.8 0.19 0.07

30年目 H 56 0.3607 102.8 0.19 0.07

31年目 H 57 0.3468 102.8 0.19 0.06

32年目 H 58 0.3335 102.8 0.19 0.06

33年目 H 59 0.3207 102.8 0.19 0.06

34年目 H 60 0.3083 102.8 0.19 0.06

35年目 H 61 0.2965 102.8 0.19 0.05

36年目 H 62 0.2851 102.8 0.19 0.05

37年目 H 63 0.2741 102.8 0.19 0.05

38年目 H 64 0.2636 102.8 0.19 0.05

39年目 H 65 0.2534 102.8 0.19 0.05

40年目 H 66 0.2437 102.8 0.19 0.05

41年目 H 67 0.2343 102.8 0.19 0.04

42年目 H 68 0.2253 102.8 0.19 0.04

43年目 H 69 0.2166 102.8 0.19 0.04

44年目 H 70 0.2083 102.8 0.19 0.04

45年目 H 71 0.2003 102.8 0.19 0.04

46年目 H 72 0.1926 102.8 0.19 0.04

47年目 H 73 0.1852 102.8 0.19 0.03

48年目 H 74 0.1780 102.8 0.19 0.03

49年目 H 75 0.1712 102.8 -14.92 -2.55 0.19 0.03

  合　計 46.86 109.43 9.26 4.84

単純事業費計 61.78 9.26

注１）事業費の投資パターンは、概略事業計画による値を採用したものであり、

　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。

　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。

注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
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様
式

－
５

便
益
の
現
在
価

値
算

定
表

箇
所

名
：

一
般

国
道

1
号

　
南

二
日

町
交

差
点

（
事

業
全

体
）

年
次

 
年

度
割

戻
率

G
D
P

走
行

時
間

短
縮

便
益

(
億

円
)

走
行
経
費
減
少
便
益
(
億
円
)

 
事
故
減
少
便
益
(
億
円
)

合
　
　
計
（
億
円
）

(
基

準
年

)
(
A
)

ﾃ
ﾞ
ﾌ
ﾚ
ｰ
ﾀ

現
在

価
値

現
在
価
値

現
在
価
値

便
益
合
計

現
在
価
値

H
3
0

乗
用

車
類

小
型

貨
物

普
通

貨
物

全
 
 
車

乗
用

車
類

小
型

貨
物

普
通

貨
物

①
計

①
×

(
A
)

乗
用

車
類

小
型
貨
物

普
通
貨
物

②
計

(
A
)
×
②

③
③
×
(
A
)

(
①
～
③
)

割
引
率
4
%

供
用

開
始

年
次

H
2
6

1
.
0
0
5
2
0

0
.
9
9
7
8
5

1
.
0
1
9
4
6

1
.
0
0
6
0
3

1
.
1
6
9
9

1
0
1
.
5

2
.
7
7

0
.
7
2

0
.
4
6

3
.
9
5

4
.
6
2

0
.
4
5

0
.
0
9

0
.
0
9

0
.
6
3

0
.
7
4

0
.
2
0

0
.
2
3

4
.
7
7

5
.
5
8

1
年

目
H
2
7

0
.
9
9
3
8
0

0
.
9
8
6
4
8

1
.
0
0
7
6
8

0
.
9
9
4
6
2

1
.
1
2
4
9

1
0
3
.
0

2
.
7
5

0
.
7
1

0
.
4
6

3
.
9
2

4
.
4
1

0
.
4
5

0
.
0
8

0
.
0
9

0
.
6
3

0
.
7
0

0
.
1
9

0
.
2
2

4
.
7
4

5
.
3
3

2
年

目
H
2
8

0
.
9
9
5
3
3

0
.
9
8
7
9
6

1
.
0
0
9
0
2

0
.
9
9
6
1
5

1
.
0
8
1
6

1
0
2
.
8

2
.
7
3

0
.
7
0

0
.
4
7

3
.
9
0

4
.
2
2

0
.
4
5

0
.
0
8

0
.
0
9

0
.
6
2

0
.
6
7

0
.
1
9

0
.
2
1

4
.
7
2

5
.
1
0

3
年

目
H
2
9

0
.
9
9
6
8
9

0
.
9
8
9
4
7

1
.
0
1
0
4
0

0
.
9
9
7
7
1

1
.
0
4
0
0

1
0
2
.
8

2
.
7
2

0
.
6
9

0
.
4
7

3
.
8
9

4
.
0
4

0
.
4
4

0
.
0
8

0
.
0
9

0
.
6
2

0
.
6
5

0
.
1
9

0
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2
0

4
.
7
0

4
.
8
9

4
年

目
H
3
0

0
.
9
9
7
6
8

0
.
9
9
0
2
0

1
.
0
1
1
0
0

0
.
9
9
8
4
9

1
.
0
0
0
0

1
0
2
.
8

2
.
7
1

0
.
6
8

0
.
4
8

3
.
8
7

3
.
8
7

0
.
4
4

0
.
0
8

0
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1
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0
.
6
2

0
.
6
2

0
.
1
9

0
.
1
9

4
.
6
9

4
.
6
9

5
年

目
H
3
1

0
.
9
9
9
9
3

0
.
9
9
2
3
9

1
.
0
1
3
0
9

1
.
0
0
0
7
5

0
.
9
6
1
5

1
0
2
.
8

2
.
7
1

0
.
6
8

0
.
4
8

3
.
8
7

3
.
7
2

0
.
4
4

0
.
0
8

0
.
1
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0
.
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2

0
.
6
0

0
.
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.
1
8

4
.
6
8

4
.
5
0
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年

目
H
3
2

0
.
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6
7

0
.
9
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6
7
5

1
.
0
0
8
6
2

0
.
9
9
9
1
1

0
.
9
2
4
6

1
0
2
.
8

2
.
7
1

0
.
6
7

0
.
4
9

3
.
8
7

3
.
5
8

0
.
4
4

0
.
0
8

0
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0

0
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2

0
.
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7

0
.
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9

0
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4
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4
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3
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3
3

0
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7

0
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5
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9
9
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1
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2
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0
.
9
9
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.
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7

0
.
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6
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8
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6
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車線数 延長

2 ０．５ｋｍ

■事業費内訳（事業全体）

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

①工事費 2,175

改良費 696

土工 ｍ3 57,290 124 切土、盛土

軟弱地盤改良工 ｍ3 12,108 88

法面工 ㎡ 1,610 1 切土法面、盛土法面

擁壁工 式 1 320 補強土壁、重力式擁壁、ブロック積擁壁等

管渠工 ｍ 106 4

函渠工 ｍ 60 32

排水工 ｍ 3,885 81

中央分離帯工 ｍ

雑工 式 1 46

橋梁費 1,035

100m以上 ｍ 211 636

100m未満 ｍ 17 399

トンネル費

ＮＡＴＭ ｍ

シールド ｍ

ＩＣ・JCT費

ＩＣ 箇所

ＪＣＴ 箇所

舗装費 338

車道舗装 ㎡ 46,988 305

歩道舗装 ㎡ 6,410 33

付帯施設費 106

交通管理施設工 式 1 106 標識工、防護柵工、道路照明等

遮音壁 ｍ

②用地及補償費 2,951

用地費 ㎡ 7,613 1,492

宅地 ㎡ 6,583 1,341

田畑 ㎡ 798 115

山林・原野 ㎡

その他 ㎡ 232 36

補償費 式 1 1,459

③間接経費 式 1 1,274 地質調査、測量、設計にかかる費用及び予備費

全体事業費 6,400

【単価等について】

○工事費算出にあたっては、土木工事標準歩掛及び近接事業箇所の実績単価を使用する

○用地補償費算出にあたっては、近接事業箇所の直近実績単価を使用

路線名 箇所名

一般国道１号 南二日町交差点

参考様式1
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車線数 延長

2 ０．５ｋｍ

■維持管理費内訳

単位 数量
金額

（百万円）
備考

維持費 km 0.5 150

修繕費 式 1 850

その他

維持管理費合計 式 1,000

【単価等について】

○維持管理費は実績に基づき算出する

○その他には、事業の特性に応じて必要な経費を計上

区分

路線名 箇所名

一般国道１号 南二日町交差点

参考様式2
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事後評価結果（平成３０年度）(案)

担 当 課：

担当課長名：

事業名 地域高規格道路 豊橋浜松道路 事業 事業 国土交通省
とよはしはままつ

一般国道２３号 豊橋 東バイパス 区分 一般国道 主体 中部地方整備局
とよはしひがし

起終点 自：愛知県豊橋市東細谷町 延長
とよはし ひがしほそやちょう

至：愛知県豊橋市野依町 ９．２km
とよはし のよりちょう

事業概要

一般国道２３号豊橋東バイパスは、愛知県豊橋市東細谷町から愛知県豊橋市野依町に至る延長９．
とよはしひがし とよはし ひがしほそ や ちよう とよはし の よりちよう

２㎞のバイパスであり、地域高規格道路である豊橋浜松道路の一部を構成する道路である。
とよはしはままつ

事業の目的・必要性

一般国道２３号豊橋東バイパスは、交通渋滞の緩和、物流効率化、災害に強い道路機能の確保等を目的
とよはしひがし

に計画された事業である。

事業概要図

事 事業期間 事業化年度 Ｈ ４年度 用地着手 Ｈ ７年度 供用年 (当初)Ｈ２１年度/ ー 変

業 都市計画決定 Ｓ６１年度 工事着手 Ｈ１４年度 （暫定/完成） (実績)Ｈ２５年度/ － 動 1.29

の 事業費 計画時 (名目値) － / 459億円 実績 (名目値) 446億円 / － 変

効 （暫定/完成） (実質値) － / 445億円 （暫定/完成） (実質値) 434億円 / － 動 －

果 交通量 計画時 実績 変

等 （当該路線） （暫定/完成） － / 43,500台/日 （暫定/完成） 20,800台/日 / － 動 －

旅行速度向上 28.5 → 57.1 km/h 交通事故減少 １９６ → ８件/年

（供用前現道→当該路線） （供用前年次)S55 （供用後年次)H28 （供用前現道→当該路線） （供用前年次)H22～H24 （供用後年次)H26～H28

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 477億円 総便益 3,333億円 基準年

分析結果 事 業 費 ：431億円 走行時間短縮便益：２,９１３億円 平成１８年

（当初） ７．０ 維持管理費 ： 45億円 走行経費減少便益： ３３５億円

交通事故減少便益： ８５億円

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 703億円 総便益 2,279億円 基準年

分析結果 事 業 費 ：643億円 走行時間短縮便益：２,１２８億円 平成３０年

（事後） ３．２ 維持管理費 ： 60億円 走行経費減少便益： １３１億円

交通事故減少便益： ２０億円

事業遅延によるコスト増 費用増加額 便益減少額

－ 億円 － 億円

事業遅延の理由

特になし。
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客観的評価指標に対応する事後評価項目

①円滑なモビリティの確保

・現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減（４％削減）

・当該路線の整備によるバス路線（豊鉄バス豊橋市民病院線等）の利便性向上

・第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上（浜松市～中部国際空

港：約202分⇒約199分（約３分短縮））

②物流効率化の支援

・重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上（湖西市～三河港：約41分⇒約35分（約６分短縮））

③都市の再生

・市街地再開発、区画整理等（豊橋牟呂坂津土地区画整理事業等）の沿道まちづくりとの連携に関す

る効果

④国土・地域ネットワークの構築

・地域高規格道路に位置付けあり（豊橋浜松道路）

⑤個性ある地域の形成

・拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベント（国際自動車産業交流都市計画等）

の支援に関する効果

・主要な観光地へのアクセス向上による効果（浜松市～ラグーナテンボス：約91分⇒約78分（約１３

分短縮））

⑥安全で安心できるくらしの確保

・三次医療施設へのアクセス向上（湖西市～豊橋市民病院：約49分⇒約39分（約１０分短縮））

⑦災害への備え

・対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計

画に位置づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道

路という」）として位置付けあり（愛知県地域防災計画で第一次緊急輸送道路に位置付け）

・緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間（国道１号）の代替路線を形成

⑧地球環境の保全

・対象道路の整備により、削減される自動車からのCO2排出量（22,584t-CO2/年削減）

⑨生活環境の改善・保全

・現道等における自動車からのNO2排出削減（０．９％削減）

・現道等における自動車からのSPM排出削減（１．０％削減）

・現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過していた区間の騒音レベルの改善（７５ｄＢ→６８ｄＢ）

その他評価すべきと判断した項目

特になし。

事 環境影響評価に対応する項目

業 環境影響評価は実施していない。

変 その他評価すべきと判断した項目

化 特になし。

事業評価監視委員会の意見

・

事業を巡る社会経済情勢等の変化

・平成２５年６月に豊橋東バイパスが暫定２車線で、平成２８年２月には新東名高速道路（浜松いなさJCT

～豊田東JCT間）が開通。

・豊橋バイパスを含め名豊道路の順次開通や新東名高速道路の開通以降と整備前を比較して、当該地域の

断面交通量は約５．３万台／12h増加。

今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性

・一般国道２３号豊橋東バイパスは、暫定２車線の効果が発現していることから、今後暫定２車線に対す

る事後評価の必要はないと考えます。

・ただし、当該事業は完成４車線の整備事業であるため、継続している４車線事業に対する再評価は今後

も実施します。

・一般国道２３号豊橋東バイパスは、効果が発現しており、暫定２車線までについて改善措置の必要性は

ないと考えます。
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計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

・同種事業の計画・調査にあたっては、広域的な効果が発現するという観点で道路整備による多面的な効

果の把握に努める必要があると考えます。

・また、事業評価手法の見直しについては、必要はないと考えます。

特記事項

特になし。

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。
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成
2
9
年

7
月

1
日

時
点

）
：
岩

西
地

区

□
中

心
市

街
地

内
で

行
わ

れ
た

こ
と

に
よ

る
効

果

□
幹

線
都

市
計

画
道

路
網

密
度

が
1
.5

km
/
km

2
以

下
で

あ
る

市
街

地
内

で
の

事
業

で
あ

る

□
D

ID
区

域
内

の
都

市
計

画
道

路
整

備
で

あ
り

、
市

街
地

の
都

市
計

画
道

路
網

密
度

が
向

上

□
対

象
区

間
が

事
業

実
施

前
に

連
絡

道
路

が
な

か
っ

た
住

宅
宅

地
開

発
(3

0
0
戸

以
上

又
は

1
6
h
a以

上
、

大
都

市
に

お
い

て
は

1
0
0
戸

以
上

又
は

5
h
a以

上
)へ

の
連

絡
道

路
と

な
っ

た
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国
土

・
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

□
高

速
自

動
車

国
道

と
並

行
す

る
自

専
道

（
A

'路
線

）
と

し
て

の
位

置
づ

け
あ

り

■
地

域
高

規
格

道
路

の
位

置
づ

け
あ

り
・
「
豊

橋
浜

松
道

路
」
の

一
部

と
し

て
全

区
間

指
定

□
当

該
路

線
が

新
た

に
拠

点
都

市
間

を
高

規
格

幹
線

道
路

で
連

絡
す

る
ル

ー
ト

を
構

成
す

る
（
A

'路
線

と
し

て
の

位
置

づ
け

が
あ

る
場

合
）

□
当

該
路

線
が

隣
接

し
た

日
常

活
動

圏
中

心
都

市
間

を
最

短
時

間
で

連
絡

す
る

路
線

を
構

成
す

る

□
現

道
等

に
お

け
る

交
通

不
能

区
間

を
解

消

□
現

道
等

に
お

け
る

大
型

車
の

す
れ

違
い

困
難

区
間

を
解

消

□
日

常
活

動
圏

の
中

心
都

市
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
の

状
況

個
性

あ
る

地
域

の
形

成
□

鉄
道

や
河

川
等

に
よ

り
一

体
的

発
展

が
阻

害
さ

れ
て

い
た

地
区

の
一

体
的

発
展

へ
の

寄
与

の
状

況

■
拠

点
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

地
域

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
大

規
模

イ
ベ

ン
ト

の
支

援
に

関
す

る
効

果
・
「
活

気
み

な
ぎ

る
産

業
創

出
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
第

５
次

豊
橋

総
合

計
画

（
東

三
河

広
域

連
合

）
を

支
援

・
サ

イ
エ

ン
ス

ク
リ

エ
イ

ト
2
1
計

画
、

国
際

自
動

車
コ

ン
プ

レ
ッ

ク
ス

（
豊

橋
市

）
を

支
援

・
国

際
自

動
車

産
業

交
流

都
市

計
画

（
愛

知
県

、
豊

橋
市

、
蒲

郡
市

、
田

原
市

、
豊

川
市

）
を

支
援

■
主

要
な

観
光

地
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
に

よ
る

効
果

ラ
グ

ー
ナ

テ
ン

ボ
ス

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
向

上
（
浜

松
市

～
ラ

グ
ー

ナ
テ

ン
ボ

ス
：
約

9
1
分

⇒
約

7
8
分

（
約

1
3
分

短
縮

）
）

□
特

別
立

法
に

基
づ

く
事

業
と

し
て

の
効

果

□
新

規
整

備
の

公
共

公
益

施
設

と
直

結
さ

れ
た

こ
と

に
よ

る
効

果

□
歴

史
的

景
観

を
活

か
し

た
道

路
整

備
や

中
心

商
店

街
の

シ
ン

ボ
ル

的
な

道
路

整
備

等
、

特
色

あ
る

ま
ち

づ
く
り

に
資

す
る

事
業

と
し

て
の

効
果

2
.暮

ら
し

歩
行

者
･自

転
車

の
た

め
の

生
活

空
間

の
形

成
□

自
転

車
利

用
空

間
が

整
備

さ
れ

た
こ

と
に

よ
る

当
該

区
間

の
歩

行
者

・
自

転
車

の
通

行
の

快
適

・
安

全
性

向
上

の
状

況

□
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

に
基

づ
く
重

点
整

備
地

区
に

お
け

る
特

定
経

路
を

形
成

す
る

区
間

が
新

た
に

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
さ

れ
た

無
電

柱
化

に
よ

る
美

し
い

町
並

み
の

形
成

□
対

象
区

間
が

電
線

類
地

中
化

５
ヶ

年
計

画
に

位
置

づ
け

あ
り

□
市

街
地

又
は

歴
史

景
観

地
区

（
歴

史
的

風
土

特
別

保
存

区
域

及
び

重
要

伝
統

的
建

造
物

保
存

地
区

）
の

幹
線

道
路

に
お

い
て

新
た

に
無

電
柱

化
を

達
成

安
全

で
安

心
で

き
る

く
ら

し
の

確
保

■
三

次
医

療
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
の

状
況

豊
橋

市
民

病
院

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
向

上
（
湖

西
市

～
豊

橋
市

民
病

院
：
約

4
9
分

⇒
約

3
9
分

（
約

1
0
分

短
縮

）
）

3
.安

全
安

全
な

生
活

環
境

の
確

保
□

現
道

等
に

お
け

る
交

通
量

の
減

少
、

歩
道

の
設

置
又

は
線

形
不

良
区

間
の

解
消

等
に

よ
る

安
全

性
向

上
の

状
況

□
歩

道
が

無
い

又
は

狭
小

な
区

間
に

歩
道

が
設

置
さ

れ
た

こ
と

に
よ

る
安

全
性

向
上

の
状

況

災
害

へ
の

備
え

□
近

隣
市

へ
の

ル
ー

ト
が

１
つ

し
か

な
く
、

災
害

に
よ

る
１

～
２

箇
所

の
道

路
寸

断
で

孤
立

化
す

る
集

落
が

解
消

■
対

象
区

間
が

、
都

道
府

県
地

域
防

災
計

画
、

緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

又
は

地
震

対
策

緊
急

整
備

事
業

計
画

に
位

置
づ

け
が

あ
る

、
又

は
地

震
防

災
緊

急
事

業
五

ヶ
年

計
画

に
位

置
づ

け
の

あ
る

路
線

（
以

下
「
緊

急
輸

送
道

路
」
と

い
う

）
と

し
て

位
置

づ
け

あ
り

愛
知

県
地

域
防

災
計

画
：
第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

に
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

■
緊

急
輸

送
道

路
が

通
行

止
に

な
っ

た
場

合
に

大
幅

な
迂

回
を

強
い

ら
れ

る
区

間
の

代
替

路
線

を
形

成
第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

で
あ

る
 国

道
1
号

が
通

行
止

め
に

な
っ

た
場

合
の

代
替

路
線

を
形

成

□
並

行
す

る
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

代
替

路
線

と
し

て
機

能
す

る
（
A

'路
線

と
し

て
の

位
置

づ
け

が
あ

る
場

合
）

□
現

道
等

の
防

災
点

検
又

は
震

災
点

検
要

対
策

箇
所

も
し

く
は

架
替

の
必

要
の

あ
る

老
朽

橋
梁

に
お

け
る

通
行

規
制

等
が

解
消

□
現

道
等

の
事

前
通

行
規

制
区

間
、

特
殊

通
行

規
制

区
間

又
は

冬
期

交
通

障
害

区
間

の
代

替
路

線
を

解
消

□
避

難
路

へ
1
km

以
内

で
到

達
で

き
る

地
区

が
新

た
に

増
加

□
幅

員
6
m

以
上

の
道

路
が

な
い

た
め

消
火

活
動

が
で

き
な

い
地

区
が

解
消

□
密

集
市

街
地

に
お

け
る

事
業

で
火

災
時

の
延

焼
遮

断
帯

と
し

て
機

能
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4
.環

境
地

球
環

境
の

保
全

■
対

象
道

路
の

整
備

に
よ

り
、

削
減

さ
れ

る
自

動
車

か
ら

の
C

O
2
排

出
量

評
価

対
象

区
間

（
便

益
対

象
区

間
）

：
豊

田
市

・
知

立
市

・
安

城
市

・
岡

崎
市

・
額

田
郡

幸
田

町
・

西
尾

市
・

蒲
郡

市
・

豊
川

市
・

豊
橋

市
・

田
原

市
・

新
城

市
・

湖
西

市
・

浜
松

市
北

区
C
O
2
排

出
削

減
量

：
2
2
,
5
8
4
t
-
C
0
2
/
年

（
5
,
2
2
8
,
4
9
8
t
-
C
0
2
/
年

⇒
5
,
2
0
5
,
9
1
4
t
-
C
0
2
/
年

）
生

活
環

境
の

改
善

・
保

全
●

現
道

等
に

お
け

る
自

動
車

か
ら

の
N

O
2
排

出
削

減
率

評
価

対
象

区
間

（
便

益
対

象
区

間
）

：
豊

田
市

・
知

立
市

・
安

城
市

・
岡

崎
市

・
額

田
郡

幸
田

町
・

西
尾

市
・

蒲
郡

市
・

豊
川

市
・

豊
橋

市
・

田
原

市
・

新
城

市
・

湖
西

市
・

浜
松

市
北

区
排

出
削

減
量

：
 
1
2
0
t
/
年

、
排

出
削

減
率

：
0
.
9
％

削
減

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

S
P

M
排

出
削

減
率

評
価

対
象

区
間

（
便

益
対

象
区

間
）

：
豊

田
市

・
知

立
市

・
安

城
市

・
岡

崎
市

・
額

田
郡

幸
田

町
・

西
尾

市
・

蒲
郡

市
・

豊
川

市
・

豊
橋

市
・

田
原

市
・

新
城

市
・

湖
西

市
・

浜
松

市
北

区
排

出
削

減
量

：
 
7
t
/
年

、
排

出
削

減
率

：
1
.
0
％

削
減

●
現

道
等

で
騒

音
レ

ベ
ル

が
夜

間
要

請
限

度
を

超
過

し
て

い
た

区
間

の
騒

音
レ

ベ
ル

の
改

善
の

状
況

国
道

１
号

の
騒

音
レ

ベ
ル

の
緩

和
（
7
5
dB

⇒
6
8
dB

）

□
そ

の
他

、
環

境
や

景
観

上
の

効
果

5
.そ

の
他

他
の

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
と

の
関

係
□

道
路

の
整

備
に

関
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

又
は

都
市

計
画

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る

□
関

連
す

る
大

規
模

道
路

事
業

と
の

一
体

的
整

備
の

必
要

性
ま

た
は

一
体

的
整

備
に

よ
る

効
果

□
他

機
関

と
の

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

関
す

る
効

果

そ
の

他
□

そ
の

他
、

対
象

地
域

や
事

業
に

固
有

の
事

情
等

、
以

上
の

項
目

に
属

さ
な

い
効

果
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様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・そ

の他の別

一般国道２３号 豊橋東バイパス Ｌ＝９．２km 地域高規格 ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

20,800 2 中部地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成３０年度

単純合計 431億円 114億円 545億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

643億円 60億円 703億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成３０年度

供 用 年 平成２６年度

単年便益
（初年便益）

77億円 4.6億円 0.80億円 83億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

2,128億円 131億円 20億円 2,279億円 

③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 3.2

経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ） 1,577億円 

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） 9.9%
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交通状況の変化

事業名：一般国道23号　豊橋東バイパス

（推計時点    Ｈ42年）

交通量※1 [台/日]

走行時間※２ [分]

走行時間費用※3 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１：　当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２：　配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。

※３：　費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４：　当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）

整備なし(A) 整備あり(B)

2932

②主な周

辺道路※4

①新設・改築道路
改築区間：9.2km

- 20,800

-

- 42.66

273.55 202.33

42,400 34,400
国道1
号：
12.7km

（主）国
府馬場
線：
5.3km

25,800 25,300

23 22

107.90 101.38

国道42
号：
6.5km

14,700 11,300

16 13

47.36 29.87

85.13

様式－３①

10

走行時間短縮便益
(A - B)

15,237.79

合計：3636.0km 15,699.17 15,614.04

③その他道路合計
:3602.3km

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

15,270.36

①豊橋東バイパス
L=9.2km

豊橋市

田原市

湖西市

至 名古屋市

至

浜
松
市

＜凡例＞

完成4車供用済

暫定2車供用済

未供用

＜凡例＞

完成4車供用済

暫定2車供用済

未供用

②国道42号

L=6.5km

②国道1号

L=12.7km

②（主）国府馬場線

L=5.3km
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様式－３②

費用便益分析の条件

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成３０年２月　国土交通省　道路局　都市局）

その他 □

分析対象期間 ５０年間

社会的割引率 4%

基準年次 平成３０年

１時点のみ推計 ■（H42）

複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有 □ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（ ） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（ ）
簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

その他（ ） □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 □
採用理由を記載

その他（ ） □

事業名：一般国道23号　豊橋東バイパス

推計に用いた
ＯＤ表

■
（H22センサス）

□

算出マニュアル
■

分析の基本的事項

交通流の
推計時点

推計の状況
いずれかのみ
の推計の場合

開発交通量の
考慮

有の場合のみ

速度設定の
考え方

■

交通量が、交通容量（Ｑmax～Ｑmin）以上の路線、交通容量（Ｑmin～Ｑmax）の路
線、等が混在した配分結果となっているため、費用便益算出においては、速度差
の生ずる「加重平均速度」を用いた。

配分交通量の
推計手法 簡易手法の

採択理由
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事業名：一般国道23号　豊橋東バイパス

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した通行止め日数 （　　　）　日

とり止め交通を考慮する □
とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）　日
採用した冬期日数の考え方を記載

冬期の走行速度と交通容量の関係
設定の考え方を記載

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

中央分離帯の有無を考慮 □

中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □

その他

便
益
の
算
定

休日交通の
影響

災害等による
通行止めの

影響

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

その他
（ ）

採用した通行止め日数の考え方を記載

冬期交通の
影響

考慮する
場合のみ

考慮する
場合のみ

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定

考慮する
場合のみ

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

走行時間短縮・走
行経費減少・交通
事故減少以外の便

益
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事業名：一般国道23号　豊橋東バイパス

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □
維持管理費の設定根拠を記載

事務所管内直轄路線の1km当たり平均単価（実績値）を使用

積雪地域または寒冷地域である □

考慮しない ■

考慮する □

事業費を考慮 □

維持管理費を考慮 □

その他

４．その他

費
用
の
算
定

当該道路整備が
行われない場合

の費用 考慮する
場合のみ

雪寒費

事業費

維持管理費

当該道路整備が行われない場合の費用を考慮した理由及び考え方を記載（対策内容、費用
等）
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様式－４

費用の現在価値算定表
維持修繕費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：一般国道23号　豊橋東バイパス 単価（億円） 延長（km） 単純価値(億円）

0.27 9.2 2.46

割戻率 GDP 事　業　費（億円） 維持管理費（億円）
年次  年度 デフレータ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値

-22年目 H 4 2.7725 117.6 0.68 1.65
-21年目 H 5 2.6658 117.9 0.98 2.28
-20年目 H 6 2.5633 117.8 0.49 1.09
-19年目 H 7 2.4647 117.1 3.92 8.49
-18年目 H 8 2.3699 116.6 0.70 1.46
-17年目 H 9 2.2788 117.5 3.32 6.62
-16年目 H 10 2.1911 116.9 19.94 38.42
-15年目 H 11 2.1068 115.2 12.10 22.74
-14年目 H 12 2.0258 113.8 15.95 29.20
-13年目 H 13 1.9479 112.4 10.27 18.30
-12年目 H 14 1.8730 110.5 17.19 29.95
-11年目 H 15 1.8009 109.0 6.84 11.62
-10年目 H 16 1.7317 107.9 11.76 19.41
-9年目 H 17 1.6651 106.7 33.68 54.03
-8年目 H 18 1.6010 105.9 45.19 70.23
-7年目 H 19 1.5395 105.0 49.54 74.67
-6年目 H 20 1.4802 104.4 63.71 92.86
-5年目 H 21 1.4233 103.0 34.09 48.42
-4年目 H 22 1.3686 101.3 26.03 36.16
-3年目 H 23 1.3159 99.8 38.20 51.78
-2年目 H 24 1.2653 99.0 34.70 45.60
-1年目 H 25 1.2167 99.0 2.11 2.67

供用開始年次 H 26 1.1699 101.5 2.28 2.70
1年目 H 27 1.1249 103.0 2.28 2.56
2年目 H 28 1.0816 102.8 2.28 2.46
3年目 H 29 1.0400 102.8 2.28 2.37
基準年 H 30 1.0000 102.8 2.28 2.28
5年目 H 31 0.9615 102.8 2.28 2.19
6年目 H 32 0.9246 102.8 2.28 2.11
7年目 H 33 0.8890 102.8 2.28 2.02
8年目 H 34 0.8548 102.8 2.28 1.95
9年目 H 35 0.8219 102.8 2.28 1.87
10年目 H 36 0.7903 102.8 2.28 1.80
11年目 H 37 0.7599 102.8 2.28 1.73
12年目 H 38 0.7307 102.8 2.28 1.66
13年目 H 39 0.7026 102.8 2.28 1.60
14年目 H 40 0.6756 102.8 2.28 1.54
15年目 H 41 0.6496 102.8 2.28 1.48
16年目 H 42 0.6246 102.8 2.28 1.42
17年目 H 43 0.6006 102.8 2.28 1.37
18年目 H 44 0.5775 102.8 2.28 1.32
19年目 H 45 0.5553 102.8 2.28 1.26
20年目 H 46 0.5339 102.8 2.28 1.22
21年目 H 47 0.5134 102.8 2.28 1.17
22年目 H 48 0.4936 102.8 2.28 1.12
23年目 H 49 0.4746 102.8 2.28 1.08
24年目 H 50 0.4564 102.8 2.28 1.04
25年目 H 51 0.4388 102.8 2.28 1.00
26年目 H 52 0.4220 102.8 2.28 0.96
27年目 H 53 0.4057 102.8 2.28 0.92
28年目 H 54 0.3901 102.8 2.28 0.89
29年目 H 55 0.3751 102.8 2.28 0.85
30年目 H 56 0.3607 102.8 2.28 0.82
31年目 H 57 0.3468 102.8 2.28 0.79
32年目 H 58 0.3335 102.8 2.28 0.76
33年目 H 59 0.3207 102.8 2.28 0.73
34年目 H 60 0.3083 102.8 2.28 0.70
35年目 H 61 0.2965 102.8 2.28 0.68
36年目 H 62 0.2851 102.8 2.28 0.65
37年目 H 63 0.2741 102.8 2.28 0.62
38年目 H 64 0.2636 102.8 2.28 0.60
39年目 H 65 0.2534 102.8 2.28 0.58
40年目 H 66 0.2437 102.8 2.28 0.56
41年目 H 67 0.2343 102.8 2.28 0.53
42年目 H 68 0.2253 102.8 2.28 0.51
43年目 H 69 0.2166 102.8 2.28 0.49
44年目 H 70 0.2083 102.8 2.28 0.47
45年目 H 71 0.2003 102.8 2.28 0.46
46年目 H 72 0.1926 102.8 2.28 0.44
47年目 H 73 0.1852 102.8 2.28 0.42
48年目 H 74 0.1780 102.8 2.28 0.41
49年目 H 75 0.1712 102.8 -142.11 -24.33 2.28 0.39

  合　計 289.29 643.30 113.89 59.55

単純事業費計 431.40 113.89

注）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
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車線数 延長

2 9.2km

■事業費内訳（事業全体）

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

①工事費 23,492

改良費 12,397

土工 ｍ3 2,596,700 4,065 切土、盛土

法面工 ㎡ 116,800 254 切土法面、盛土法面

擁壁工 式 1 3,815 重力式擁壁、補強土壁

管渠工 ｍ 1,910 181

函渠工 ｍ 1,250 988

排水工 ｍ 68,730 1,351

中央分離帯工 ｍ 9,190 393

雑工 式 1 1,350

橋梁費 2,024

100m以上 ｍ

100m未満 ｍ 299 2,024 8橋

トンネル費

ＮＡＴＭ ｍ

シールド ｍ

ＩＣ・JCT費 5,681

ＩＣ 箇所 4 5,681

ＪＣＴ 箇所

舗装費 1,482

車道舗装 ㎡ 108,550 1,355

歩道舗装 ㎡ 43,400 127

付帯施設費 1,908

交通管理施設工 式 1 1,908

遮音壁 ｍ

②用地及補償費 17,061

用地費 ㎡ 583,606 14,211

宅地 ㎡ 44,938 1,356

田畑 ㎡ 341,993 6,036

山林・原野 ㎡ 6,420 42

その他 ㎡ 190,255 6,777

補償費 式 1 2,850

③間接経費 式 4,026 地質調査、測量、設計にかかる費用及び予備費

全体事業費 44,578

【単価等について】

○工事費算出にあたっては、土木工事標準歩掛及び近接事業箇所の実績単価を使用

○用地補償費算出にあたっては、近接事業箇所の直近実績単価を使用

路線名 箇所名

一般国道23号 豊橋東バイパス

参考様式1参考様式1
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車線数 延長

2 9.2km

■維持管理費内訳（事業全体）

単位 数量
金額

（百万円）
備考

維持費 Km 9.2 2,150 巡回、清掃、除草、除雪等

修繕費 式 1 10,150 路面補修、構造物の点検・補修等

その他 式

維持管理費合計 12,300

【単価等について】

○維持管理費は実績に基づき算出

一般国道23号 豊橋東バイパス

区分

路線名 箇所名

参考様式２参考様式２
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事後評価結果（平成３０年度）（案）

担 当 課：

担当課長名：

事業名 地域高規格道路 名豊道路・豊橋浜松道路 事業 事業 国土交通省
めいほう とよはしはままつ

一般国道２３号 豊橋バイパス 区分 一般国道 主体 中部地方整備局
とよはし

起終点 自：愛知県豊橋市野依町 延長
とよはし のよりちょう

至：愛知県豊川市為 当町 １７．６km
とよかわ ためとうちょう

事業概要

一般国道２３号豊橋バイパスは、愛知県豊橋市野依町から愛知県豊川市為当町に至る延長１７．６㎞
とよはし とよはし の よりちよう とよかわ ためとうちよう

のバイパスであり、地域高規格道路である名豊道路・豊橋浜松道路の一部を構成する道路である。
めいほう とよはしはままつ

事業の目的・必要性

一般国道２３号豊橋バイパスは、交通渋滞の緩和、物流効率化、災害に強い道路機能の確保等を目的に
とよはし

計画された事業である。

事業概要図

事 事業期間 事業化年度 Ｓ４８年度 用地着手 Ｓ５０年度 供用年 (当初)Ｈ２２年度/ Ｈ３２年度 変

業 Ｈ元年度 （暫定/完成） (実績)Ｈ２４年度/ － 動 1.05

の 都市計画決定 Ｓ４９年度 工事着手 Ｓ５５年度

効 Ｓ６１年度

果 Ｈ３年度

等 事業費 計画時 (名目値) － / 1,392億円 実績 (名目値) 1,390億円 / － 変

（暫定/完成） (実質値) － / 1,337億円 （暫定/完成） (実質値) 1,339億円 / － 動 －

交通量 計画時 実績 変

（当該路線） （暫定/完成） － / 55,500台/日 （暫定/完成） 34,400台/日 / － 動 －

旅行速度向上 25.0 → 52.3 km/h 交通事故減少 １０７ → ２６件/年

（供用前現道→当該路線） （供用前年次)S55 （供用後年次)H27 （供用前現道→当該路線） （供用前年次)H20～H23 （供用後年次)H25～H28

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 1,696億円 総便益 6,332億円 基準年

分析結果 事 業 費 ：1,521億円 走行時間短縮便益：６,１７３億円 平成１９年

（当初） ３．７ 維持管理費 ：175億円 走行経費減少便益： １０２億円

交通事故減少便益： ５７億円

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 2,781億円 総便益 9,020億円 基準年

分析結果 事 業 費 ：2,666億円 走行時間短縮便益：８,５４７億円 平成３０年

（事後） ３．２ 維持管理費 ： 115億円 走行経費減少便益： ４３４億円

交通事故減少便益： ３９億円

事業遅延によるコスト増 費用増加額 便益減少額

－ 億円 － 億円
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事業遅延の理由

特になし

客観的評価指標に対応する事後評価項目

①円滑なモビリティの確保

・現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減（４％削減）

・現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満であった区間の旅行速度の改善（国道２３号の旅行速

度が８km/h向上）

・当該路線の整備によるバス路線（豊鉄バス豊橋市民病院線等）の利便性向上

・第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上（田原市～中部国際空

港：約50分⇒約48分（約２分短縮））

②物流効率化の支援

・重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上（蒲郡市～三河港：約15分⇒約12分（約３分短縮））

③都市の再生

・市街地再開発、区画整理等（豊橋牟呂坂津土地区画整理事業等）の沿道まちづくりとの連携に関す

る効果

④国土・地域ネットワークの構築

・地域高規格道路に位置付けあり（名豊道路、豊橋浜松道路）

⑤個性ある地域の形成

・拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベント（国際自動車産業交流都市計画等）

の支援に関する効果

・主要な観光地へのアクセス向上による効果（田原市～ラグーナテンボス：約17分⇒約14分（約３分

短縮））

⑥安全で安心できるくらしの確保

・三次医療施設へのアクセス向上（田原市～豊橋市民病院：約12分⇒約9分（約３分短縮））

⑦災害への備え

・対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計

画に位置づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道

路」という）として位置付けあり（愛知県地域防災計画で第一次緊急輸送道路に位置付け）

・緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間（国道１号）の代替路線を形成

⑧地球環境の保全

・対象道路の整備により、削減される自動車からのCO2排出量（52,344t-CO2/年削減）

⑨生活環境の改善・保全

・現道等における自動車からのNO2排出削減（１.５％削減）

・現道等における自動車からのSPM排出削減（０.９％削減）

・現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過していた区間の騒音レベルの改善（７８ｄＢ→６９ｄＢ）

その他評価すべきと判断した項目

特になし。

事 環境影響評価に対応する項目

業 環境影響評価は実施していない。

変 その他評価すべきと判断した項目

化 特になし。

事業評価監視委員会の意見

・

事業を巡る社会経済情勢等の変化

・平成２４年１０月に豊橋バイパスが暫定２車線で、平成２８年２月には新東名高速道路（浜松いなさJCT

～豊田東JCT間）が開通。

・豊橋東バイパスを含め名豊道路の順次開通や新東名高速道路の開通以降と整備前を比較して、当該地域

の断面交通量は約５．３万台／12h増加。
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今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性

・一般国道２３号豊橋バイパスは、暫定２車線の効果が発現していることから、今後暫定２車線に対する

事後評価の必要はないと考えます。

・ただし、当該事業は完成４車線の整備事業であるため、継続している４車線事業に対する再評価は今後

も実施します。

・一般国道２３号豊橋豊橋バイパスは、効果が発現しており、暫定２車線までについて改善措置の必要性

はないと考えます。

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

・同種事業の計画・調査にあたっては、広域的な効果が発現するという観点で道路整備による多面的な効

果の把握に努める必要があると考えます。

・また、事業評価手法の見直しについては、必要はないと考えます

特記事項

特になし。

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。
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度

が
1
.5

km
/
km

2
以

下
で

あ
る

市
街

地
内

で
の

事
業

で
あ

る

□
D

ID
区

域
内

の
都

市
計

画
道

路
整

備
で

あ
り

、
市

街
地

の
都

市
計

画
道

路
網

密
度

が
向

上

□
対

象
区

間
が

事
業

実
施

前
に

連
絡

道
路

が
な

か
っ

た
住

宅
宅

地
開

発
(3

0
0
戸

以
上

又
は

1
6
h
a以

上
、

大
都

市
に

お
い

て
は

1
0
0
戸

以
上

又
は

5
h
a以

上
)へ

の
連

絡
道

路
と

な
っ

た
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国
土

・
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

□
高

速
自

動
車

国
道

と
並

行
す

る
自

専
道

（
A

'路
線

）
と

し
て

の
位

置
づ

け
あ

り

■
地

域
高

規
格

道
路

の
位

置
づ

け
あ

り
・
「
名

豊
道

路
」
の

一
部

と
し

て
一

部
区

間
指

定
（
前

芝
IC

～
豊

川
為

当
IC

）
・
「
豊

橋
浜

松
道

路
」
の

一
部

と
し

て
一

部
区

間
指

定
（
野

依
IC

～
前

芝
IC

）

□
当

該
路

線
が

新
た

に
拠

点
都

市
間

を
高

規
格

幹
線

道
路

で
連

絡
す

る
ル

ー
ト

を
構

成
す

る
（
A

'路
線

と
し

て
の

位
置

づ
け

が
あ

る
場

合
）

□
当

該
路

線
が

隣
接

し
た

日
常

活
動

圏
中

心
都

市
間

を
最

短
時

間
で

連
絡

す
る

路
線

を
構

成
す

る

□
現

道
等

に
お

け
る

交
通

不
能

区
間

を
解

消

□
現

道
等

に
お

け
る

大
型

車
の

す
れ

違
い

困
難

区
間

を
解

消

□
日

常
活

動
圏

の
中

心
都

市
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
の

状
況

個
性

あ
る

地
域

の
形

成
□

鉄
道

や
河

川
等

に
よ

り
一

体
的

発
展

が
阻

害
さ

れ
て

い
た

地
区

の
一

体
的

発
展

へ
の

寄
与

の
状

況

■
拠

点
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

地
域

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
大

規
模

イ
ベ

ン
ト

の
支

援
に

関
す

る
効

果
・
「
活

気
み

な
ぎ

る
産

業
創

出
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
第

５
次

豊
橋

総
合

計
画

（
東

三
河

広
域

連
合

）
を

支
援

・
サ

イ
エ

ン
ス

ク
リ

エ
イ

ト
2
1
計

画
、

国
際

自
動

車
コ

ン
プ

レ
ッ

ク
ス

（
豊

橋
市

）
を

支
援

・
国

際
自

動
車

産
業

交
流

都
市

計
画

（
愛

知
県

、
豊

橋
市

、
蒲

郡
市

、
田

原
市

、
豊

川
市

）
を

支
援

■
主

要
な

観
光

地
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
に

よ
る

効
果

ラ
グ

ー
ナ

テ
ン

ボ
ス

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
向

上
（
田

原
市

～
ラ

グ
ー

ナ
テ

ン
ボ

ス
：
約

1
7
分

⇒
約

1
4
分

（
約

3
分

短
縮

）
）

□
特

別
立

法
に

基
づ

く
事

業
と

し
て

の
効

果

□
新

規
整

備
の

公
共

公
益

施
設

と
直

結
さ

れ
た

こ
と

に
よ

る
効

果

□
歴

史
的

景
観

を
活

か
し

た
道

路
整

備
や

中
心

商
店

街
の

シ
ン

ボ
ル

的
な

道
路

整
備

等
、

特
色

あ
る

ま
ち

づ
く
り

に
資

す
る

事
業

と
し

て
の

効
果

2
.暮

ら
し

歩
行

者
･自

転
車

の
た

め
の

生
活

空
間

の
形

成
□

自
転

車
利

用
空

間
が

整
備

さ
れ

た
こ

と
に

よ
る

当
該

区
間

の
歩

行
者

・
自

転
車

の
通

行
の

快
適

・
安

全
性

向
上

の
状

況

□
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

に
基

づ
く
重

点
整

備
地

区
に

お
け

る
特

定
経

路
を

形
成

す
る

区
間

が
新

た
に

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
さ

れ
た

無
電

柱
化

に
よ

る
美

し
い

町
並

み
の

形
成

□
対

象
区

間
が

電
線

類
地

中
化

５
ヶ

年
計

画
に

位
置

づ
け

あ
り

□
市

街
地

又
は

歴
史

景
観

地
区

（
歴

史
的

風
土

特
別

保
存

区
域

及
び

重
要

伝
統

的
建

造
物

保
存

地
区

）
の

幹
線

道
路

に
お

い
て

新
た

に
無

電
柱

化
を

達
成

安
全

で
安

心
で

き
る

く
ら

し
の

確
保

■
三

次
医

療
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
の

状
況

豊
橋

市
民

病
院

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
向

上
（
田

原
市

～
豊

橋
市

民
病

院
：
約

1
2
分

⇒
約

9
分

（
約

3
分

短
縮

）
）

3
.安

全
安

全
な

生
活

環
境

の
確

保
□

現
道

等
に

お
け

る
交

通
量

の
減

少
、

歩
道

の
設

置
又

は
線

形
不

良
区

間
の

解
消

等
に

よ
る

安
全

性
向

上
の

状
況

□
歩

道
が

無
い

又
は

狭
小

な
区

間
に

歩
道

が
設

置
さ

れ
た

こ
と

に
よ

る
安

全
性

向
上

の
状

況

災
害

へ
の

備
え

□
近

隣
市

へ
の

ル
ー

ト
が

１
つ

し
か

な
く
、

災
害

に
よ

る
１

～
２

箇
所

の
道

路
寸

断
で

孤
立

化
す

る
集

落
が

解
消

■
対

象
区

間
が

、
都

道
府

県
地

域
防

災
計

画
、

緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

又
は

地
震

対
策

緊
急

整
備

事
業

計
画

に
位

置
づ

け
が

あ
る

、
又

は
地

震
防

災
緊

急
事

業
五

ヶ
年

計
画

に
位

置
づ

け
の

あ
る

路
線

（
以

下
「
緊

急
輸

送
道

路
」
と

い
う

）
と

し
て

位
置

づ
け

あ
り

愛
知

県
地

域
防

災
計

画
：
第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

に
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

■
緊

急
輸

送
道

路
が

通
行

止
に

な
っ

た
場

合
に

大
幅

な
迂

回
を

強
い

ら
れ

る
区

間
の

代
替

路
線

を
形

成
第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

で
あ

る
 国

道
1
号

が
通

行
止

め
に

な
っ

た
場

合
の

代
替

路
線

を
形

成

□
並

行
す

る
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

代
替

路
線

と
し

て
機

能
す

る
（
A

'路
線

と
し

て
の

位
置

づ
け

が
あ

る
場

合
）

□
現

道
等

の
防

災
点

検
又

は
震

災
点

検
要

対
策

箇
所

も
し

く
は

架
替

の
必

要
の

あ
る

老
朽

橋
梁

に
お

け
る

通
行

規
制

等
が

解
消

□
現

道
等

の
事

前
通

行
規

制
区

間
、

特
殊

通
行

規
制

区
間

又
は

冬
期

交
通

障
害

区
間

の
代

替
路

線
を

解
消

□
避

難
路

へ
1
km

以
内

で
到

達
で

き
る

地
区

が
新

た
に

増
加

□
幅

員
6
m

以
上

の
道

路
が

な
い

た
め

消
火

活
動

が
で

き
な

い
地

区
が

解
消

□
密

集
市

街
地

に
お

け
る

事
業

で
火

災
時

の
延

焼
遮

断
帯

と
し

て
機

能

36



4
.環

境
地

球
環

境
の

保
全

■
対

象
道

路
の

整
備

に
よ

り
、

削
減

さ
れ

る
自

動
車

か
ら

の
C

O
2
排

出
量

評
価

対
象

区
間

（
便

益
対

象
区

間
）

：
豊

田
市

・
み

よ
し

市
・

愛
知

郡
東

郷
町

・
豊

明
市

・
大

府
市

・
刈

谷
市

・
知

立
市

・
知

多
郡

東
浦

町
・

高
浜

市
・

安
城

市
・

碧
南

市
・

西
尾

市
・

岡
崎

市
・

額
田

郡
幸

田
町

・
蒲

郡
市

・
豊

川
市

・
豊

橋
市

・
田

原
市

・
新

城
市

C
O
2
排

出
削

減
量

：
5
2
,
3
4
4
t
-
C
0
2
/
年

（
6
,
0
2
8
,
5
1
7
t
-
C
0
2
/
年

⇒
5
,
9
7
6
,
1
7
3
t
-
C
0
2
/
年

）
生

活
環

境
の

改
善

・
保

全
●

現
道

等
に

お
け

る
自

動
車

か
ら

の
N

O
2
排

出
削

減
率

評
価

対
象

区
間

（
便

益
対

象
区

間
）

：
豊

田
市

・
み

よ
し

市
・

愛
知

郡
東

郷
町

・
豊

明
市

・
大

府
市

・
刈

谷
市

・
知

立
市

・
知

多
郡

東
浦

町
・

高
浜

市
・

安
城

市
・

碧
南

市
・

西
尾

市
・

岡
崎

市
・

額
田

郡
幸

田
町

・
蒲

郡
市

・
豊

川
市

・
豊

橋
市

・
田

原
市

・
新

城
市

排
出

削
減

量
：

 
2
4
0
t
/
年

、
排

出
削

減
率

：
1
.
5
％

削
減

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

S
P

M
排

出
削

減
率

評
価

対
象

区
間

（
便

益
対

象
区

間
）

：
豊

田
市

・
み

よ
し

市
・

愛
知

郡
東

郷
町

・
豊

明
市

・
大

府
市

・
刈

谷
市

・
知

立
市

・
知

多
郡

東
浦

町
・

高
浜

市
・

安
城

市
・

碧
南

市
・

西
尾

市
・

岡
崎

市
・

額
田

郡
幸

田
町

・
蒲

郡
市

・
豊

川
市

・
豊

橋
市

・
田

原
市

・
新

城
市

排
出

削
減

量
：

 
1
4
t
/
年

、
排

出
削

減
率

：
0
.
9
％

削
減

●
現

道
等

で
騒

音
レ

ベ
ル

が
夜

間
要

請
限

度
を

超
過

し
て

い
た

区
間

の
騒

音
レ

ベ
ル

の
改

善
の

状
況

国
道

１
号

の
騒

音
レ

ベ
ル

の
緩

和
（
7
8
dB

⇒
6
9
dB

）

□
そ

の
他

、
環

境
や

景
観

上
の

効
果

5
.そ

の
他

他
の

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
と

の
関

係
□

道
路

の
整

備
に

関
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

又
は

都
市

計
画

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る

□
関

連
す

る
大

規
模

道
路

事
業

と
の

一
体

的
整

備
の

必
要

性
ま

た
は

一
体

的
整

備
に

よ
る

効
果

□
他

機
関

と
の

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

関
す

る
効

果

そ
の

他
□

そ
の

他
、

対
象

地
域

や
事

業
に

固
有

の
事

情
等

、
以

上
の

項
目

に
属

さ
な

い
効

果
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様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・そ

の他の別

一般国道２３号 豊橋バイパス Ｌ＝１７．６km 地域高規格 ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

34,400 2 中部地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成３０年度

単純合計 1,345億円 212億円 1,556億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

2,666億円 115億円 2,781億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成３０年度

供 用 年 平成２５年度

単年便益
（初年便益）

314億円 15億円 1.5億円 331億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

8,547億円 434億円 39億円 9,020億円 

③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 3.2

経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ） 6,238億円 

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） 8.0%
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交通状況の変化

事業名：一般国道23号　豊橋バイパス

（推計時点    Ｈ42年）

交通量
※1 [台/日]

走行時間
※２ [分]

走行時間費用
※3 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１：　当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２：　配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３：　費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４：　当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）

17,300

国道23
号：
10.1km

26,200 19,600

26 23

132.45 85.86

（県）小
松原小池
線：
5.6km

22,200 11,000

17 16

71.57 31.79

様式－３①

56 49

整備あり(B)

191.35

36,700

23

34,400

173.44

41,600

326.40

国道1
号：
22.5km

363.44

24

41,700

493.67

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便益
(A - B)

17,963.94

（主）東
三河環状
線：
6.4km 50.43

19

19,200

65.44

16

合計：3905.6km 19,186.65 18,860.25

18,092.47
③その他道路合計

:3832.5km

整備なし(A)

331.04

54,900

-

①新設・改築道路
改築区間：17.6km

-

国道259
号：
10.9km

-

30

②主な周

辺道路
※4

②（県）小松原小池線

L=5.6km

①豊橋バイパス
L=17.6km

②国道1号

Ｌ=22.5km

②国道23号

L=10.1km

②国道259号

L=10.9km

②（主）東三河環状線

L=6.4km

豊橋市

豊川市

田原市

蒲郡市

至 名古屋市

至 浜松市

＜凡例＞

完成4車供用済

暫定2車供用済

未供用

＜凡例＞

完成4車供用済

暫定2車供用済

未供用
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様式－３②

費用便益分析の条件

事業名：一般国道23号　豊橋バイパス

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成３０年２月　国土交通省　道路局　都市局）

その他 □

分析対象期間 ５０年間

社会的割引率 4%

基準年次 平成３０年

１時点のみ推計 ■（H42）

複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有 □ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（ ） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（ ）
簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

その他（ ） □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 □
採用理由を記載

その他（ ） □

算出マニュアル
■

分析の基本的事項

交通流の
推計時点

推計の状況
いずれかのみ
の推計の場合

推計に用いた
ＯＤ表

■
（H22センサス）

□

開発交通量の
考慮

有の場合のみ

速度設定の
考え方

■

交通量が、交通容量（Ｑmax～Ｑmin）以上の路線、交通容量（Ｑmin～Ｑmax）の路
線、等が混在した配分結果となっているため、費用便益算出においては、速度差
の生ずる「加重平均速度」を用いた。

配分交通量の
推計手法 簡易手法の

採択理由
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事業名：一般国道23号　豊橋バイパス

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した通行止め日数 （　　　）　日

とり止め交通を考慮する □
とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）　日
採用した冬期日数の考え方を記載

冬期の走行速度と交通容量の関係
設定の考え方を記載

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

中央分離帯の有無を考慮 □

中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □

その他

便
益
の
算
定

休日交通の
影響 考慮する

場合のみ

災害等による
通行止めの

影響 考慮する
場合のみ

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

採用した通行止め日数の考え方を記載

冬期交通の
影響 考慮する

場合のみ

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

走行時間短縮・走
行経費減少・交通
事故減少以外の便

益

車種別時間
価値原単位
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事業名：一般国道23号　豊橋バイパス

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □
維持管理費の設定根拠を記載

事務所管内直轄路線の1km当たり平均単価（実績値）を使用

積雪地域または寒冷地域である □

考慮しない ■

考慮する □

事業費を考慮 □

維持管理費を考慮 □

その他

４．その他

当該道路整備が行われない場合の費用を考慮した理由及び考え方を記載（対策内容、費用
等）

費
用
の
算
定

維持管理費

当該道路整備が
行われない場合

の費用 考慮する
場合のみ

雪寒費

事業費
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様式－４

費用の現在価値算定表
維持修繕費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：一般国道23号　豊橋バイパス 単価（億円） 延長（km） 単純価値(億円）

0.26 17.6 4.57

割戻率 GDP 事　業　費（億円） 維持管理費（億円）
年次  年度 デフレータ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値

-40年目 S 48 5.8412 59.6 0.20 2.01
-39年目 S 49 5.6165 71.1 0.20 1.62
-38年目 S 50 5.4005 75.2 1.50 11.08
-37年目 S 51 5.1928 81.5 0.60 3.93
-36年目 S 52 4.9931 86.4 1.65 9.80
-35年目 S 53 4.8010 90.0 6.90 37.82
-34年目 S 54 4.6164 92.4 20.00 102.73
-33年目 S 55 4.4388 98.2 14.00 65.03
-32年目 S 56 4.2681 100.7 12.10 52.70
-31年目 S 57 4.1039 101.9 7.30 30.23
-30年目 S 58 3.9461 102.9 8.25 32.52
-29年目 S 59 3.7943 105.0 8.20 30.48
-28年目 S 60 3.6484 105.7 11.30 40.08
-27年目 S 61 3.5081 107.6 13.30 44.59
-26年目 S 62 3.3731 107.3 32.80 105.96
-25年目 S 63 3.2434 107.9 37.70 116.49
-24年目 H 1 3.1187 110.8 29.32 84.87
-23年目 H 2 2.9987 113.3 29.46 80.18
-22年目 H 3 2.8834 116.0 32.90 84.08
-21年目 H 4 2.7725 117.6 55.29 134.04
-20年目 H 5 2.6658 117.9 28.71 66.73
-19年目 H 6 2.5633 117.8 25.56 57.18
-18年目 H 7 2.4647 117.1 31.53 68.22
-17年目 H 8 2.3699 116.6 32.97 68.89
-16年目 H 9 2.2788 117.5 21.38 42.63
-15年目 H 10 2.1911 116.9 40.31 77.68
-14年目 H 11 2.1068 115.2 22.92 43.09
-13年目 H 12 2.0258 113.8 57.99 106.11
-12年目 H 13 1.9479 112.4 28.34 50.48
-11年目 H 14 1.8730 110.5 36.28 63.22
-10年目 H 15 1.8009 109.0 23.14 39.30
-9年目 H 16 1.7317 107.9 22.21 36.64
-8年目 H 17 1.6651 106.7 27.94 44.83
-7年目 H 18 1.6010 105.9 65.11 101.19
-6年目 H 19 1.5395 105.0 99.10 149.37
-5年目 H 20 1.4802 104.4 80.51 117.34
-4年目 H 21 1.4233 103.0 86.89 123.43
-3年目 H 22 1.3686 101.3 83.23 115.59
-2年目 H 23 1.3159 99.8 89.71 121.59
-1年目 H 24 1.2653 99.0 117.93 154.95

供用開始年次 H 25 1.2167 99.0 4.23 5.35
1年目 H 26 1.1699 101.5 4.23 5.01
2年目 H 27 1.1249 103.0 4.23 4.75
3年目 H 28 1.0816 102.8 4.23 4.58
4年目 H 29 1.0400 102.8 4.23 4.40
基準年 H 30 1.0000 102.8 4.23 4.23
6年目 H 31 0.9615 102.8 4.23 4.07
7年目 H 32 0.9246 102.8 4.23 3.91
8年目 H 33 0.8890 102.8 4.23 3.76
9年目 H 34 0.8548 102.8 4.23 3.62
10年目 H 35 0.8219 102.8 4.23 3.48
11年目 H 36 0.7903 102.8 4.23 3.34
12年目 H 37 0.7599 102.8 4.23 3.22
13年目 H 38 0.7307 102.8 4.23 3.09
14年目 H 39 0.7026 102.8 4.23 2.97
15年目 H 40 0.6756 102.8 4.23 2.86
16年目 H 41 0.6496 102.8 4.23 2.75
17年目 H 42 0.6246 102.8 4.23 2.64
18年目 H 43 0.6006 102.8 4.23 2.54
19年目 H 44 0.5775 102.8 4.23 2.44
20年目 H 45 0.5553 102.8 4.23 2.35
21年目 H 46 0.5339 102.8 4.23 2.26
22年目 H 47 0.5134 102.8 4.23 2.17
23年目 H 48 0.4936 102.8 4.23 2.09
24年目 H 49 0.4746 102.8 4.23 2.01
25年目 H 50 0.4564 102.8 4.23 1.93
26年目 H 51 0.4388 102.8 4.23 1.86
27年目 H 52 0.4220 102.8 4.23 1.79
28年目 H 53 0.4057 102.8 4.23 1.72
29年目 H 54 0.3901 102.8 4.23 1.65
30年目 H 55 0.3751 102.8 4.23 1.59
31年目 H 56 0.3607 102.8 4.23 1.53
32年目 H 57 0.3468 102.8 4.23 1.47
33年目 H 58 0.3335 102.8 4.23 1.41
34年目 H 59 0.3207 102.8 4.23 1.36
35年目 H 60 0.3083 102.8 4.23 1.30
36年目 H 61 0.2965 102.8 4.23 1.25
37年目 H 62 0.2851 102.8 4.23 1.21
38年目 H 63 0.2741 102.8 4.23 1.16
39年目 H 64 0.2636 102.8 4.23 1.12
40年目 H 65 0.2534 102.8 4.23 1.07
41年目 H 66 0.2437 102.8 4.23 1.03
42年目 H 67 0.2343 102.8 4.23 0.99
43年目 H 68 0.2253 102.8 4.23 0.95
44年目 H 69 0.2166 102.8 4.23 0.92
45年目 H 70 0.2083 102.8 4.23 0.88
46年目 H 71 0.2003 102.8 4.23 0.85
47年目 H 72 0.1926 102.8 4.23 0.81
48年目 H 73 0.1852 102.8 4.23 0.78
49年目 H 74 0.1780 102.8 -294.78 -52.47 4.23 0.75

  合　計 1049.94 2666.22 211.57 115.27

単純事業費計 1344.72 211.57

注）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
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車線数 延長

2 17.6km

■事業費内訳（事業全体）

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

①工事費 91,230

改良費 6,471

土工 ｍ3 996,520 1,212 切土、盛土

軟弱地盤改良工 ｍ3 13,925 122

法面工 ㎡ 76,533 168 切土法面、盛土法面

擁壁工 式 1 1,134 重力式擁壁、補強土壁

管渠工 ｍ 9,433 373

函渠工 ｍ 1,526 988

排水工 ｍ 39,978 829

中央分離帯工 ｍ 1,710 61

雑工 式 1 1,584

橋梁費 70,319

100m以上 ｍ 13,624 62,207 33橋

100m未満 ｍ 1,988 8,112 53橋

その他橋梁 ｍ

トンネル費

ＮＡＴＭ ｍ

シールド ｍ

ＩＣ・JCT費 9,735

ＩＣ 箇所 8 9,735

ＪＣＴ 箇所

舗装費 3,236

車道舗装 ㎡ 274,854 2,780

歩道舗装 ㎡ 139,820 456

付帯施設費 1,470

交通管理施設工 式 1 1,470

遮音壁 ｍ

②用地及補償費 33,457

用地費 ㎡ 576,816 29,478

宅地 ㎡ 42,108 4,151

田畑 ㎡ 519,134 25,034

山林・原野 ㎡ 2,307 29

その他 ㎡ 13,267 264

補償費 式 1 3,980

③間接経費 式 14,308 地質調査、測量、設計にかかる費用及び予備費

全体事業費 138,995

【単価等について】

○工事費算出にあたっては、土木工事標準歩掛及び近接事業箇所の実績単価を使用

○用地補償費算出にあたっては、近接事業箇所の直近実績単価を使用

路線名 箇所名

一般国道23号 豊橋バイパス

参考様式1参考様式1

45



車線数 延長

2 17.6km

■維持管理費内訳（事業全体）

単位 数量
金額

（百万円）
備考

維持費 Km 17.6 4,150 巡回、清掃、除草、除雪等

修繕費 式 1 18,700 路面補修、構造物の点検・補修等

その他 式

維持管理費合計 22,850

【単価等について】

○維持管理費は実績に基づき算出

一般国道23号 豊橋バイパス

区分

路線名 箇所名

参考様式２参考様式２
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事後評価結果（平成３０年度）（案）

担 当 課：

担当課長名：

事業名 事業 事業 国土交通省

一般国道４２号 紀宝バイパス 区分 二次改築 主体 中部地方整備局
き ほ う

起終点 自：三重県南牟婁郡紀宝町井田 延長
み な み む ろ き ほ うちよう い だ

至：三重県南牟婁郡紀宝町成川 ３.８km
み な み む ろ き ほ うちようなるかわ

事業概要

一般国道４２号紀宝バイパスは、東紀州地域の幹線道路である国道４２号のうち、三重県南牟婁郡
き ほう ひがし き しゆう みなみ む ろ

紀宝町井田から同郡紀宝町成川に至る延長３.８kmのバイパスである。
き ほうちよう い だ き ほうちようなりかわ

事業の目的・必要性

一般国道４２号紀宝バイパスは、交通渋滞の緩和、交通事故の削減、地域連携の強化を目的に計画され
き ほう

た事業である。

事業概要図

事 事業期間 事業化年度 S４７年度 用地着手 S４９年度 供用年 （当初）－/H23年度 変

業 都市計画決定 － 工事着手 S５５年度 （暫定/完成） （実績）－/H25年度 動 1.05倍

効 事業費 計画時 （名目値）－/150億円 実績 （名目値）－/175億円 変

果 （暫定/完成） （実質値）－/148億円 （暫定/完成） （実質値）－/175億円 動 1.17倍

等 交通量 計画時 実績 変

（当該路線）（暫定/完成） －/8,200台/日 （暫定/完成） －/10,900台/日 動 133％

旅行速度向上 ３６ → ４６ km/h 交通事故減少 ２１ → ６ 件/年

(供用前現道→当該路線) (供用前年次)H22年 (供用後年次)H27年 (供用前現道→当該路線) (供用前年次)H21～24年 (供用後年次)H25～28年

費用対効果 B／C 総費用 285億円 総便益 331億円 基準年

分析結果 事 業 費：248億円 走行時間短縮便益：318億円 平成１８年

（当初） １．２ 維持管理費： 37億円 走行経費減少便益： 12億円

交通事故減少便益： 0.84億円

費用対効果 B／C 総費用 454億円 総便益 482億円 基準年

分析結果 事 業 費：432億円 走行時間短縮便益：439億円 平成３０年

（事後） １．１ 維持管理費： 22億円 走行経費減少便益： 36億円

交通事故減少便益： 5.8億円

事業遅延によるコスト増 －億円 －億円

事業遅延の理由

昭和５０年に建設工事等差し止め裁判が起こり、最高裁の判決までに２３年間の期間を要した。
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客観的評価指標に対応する事後評価項目

①円滑なモビリティの確保

・並行区間の渋滞損失削減率（約8割削減）

・特急停車駅へのアクセス向上の状況（紀宝町方面からＪＲ新宮駅への所要時間が短縮（約3分短縮））

②国土・地域ネットワークの構築

・日常活動圏の中心都市へのアクセス向上の状況（熊野市～新宮市：約3分短縮）

③安全で安心できるくらしの確保

・三次医療施設へのアクセス向上の状況（第２次救急医療施設間の搬送時間が短縮（紀南病院～新宮

市立医療センター：約36分⇒約29分：約7分短縮））

※東紀州地域では生活圏中心都市である新宮市に通勤や医療など大きく依存

④災害への備え

・対象区間が都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位

置づけがある又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）

として位置づけあり（三重県緊急輸送道路ネットワーク計画において第一次緊急輸送道路に指定）

⑤地球環境の保全

・対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量（1.5千t-CO2/年）

⑥生活環境の改善・保全

・現道における自動車からのNO2排出削減率（約7割削減）

・現道における自動車からのSPM排出削減率（約7割削減）

・通学路でもある旧道区間の通過交通が減少し生活環境が改善（事故件数84件/4年→10件/4年）

その他評価すべきと判断した項目

特になし。

事 環境影響評価に対応する項目

業 特になし。

変 その他評価すべきと判断した項目

化 特になし。

事業評価監視委員会の意見

事業を巡る社会経済情勢等の変化

・熊野尾鷲道路の尾鷲南ＩＣ～三木里ＩＣ間が平成２０年度に開通し、また、三木里ＩＣ～熊野大泊ＩＣ

間が平成２５年度に開通したことにより、熊野尾鷲道路が全線開通。

・紀勢自動車道の海山ＩＣ～尾鷲北ＩＣ間が平成２３年度に開通し、また、紀伊長島ＩＣ～海山ＩＣ間が

平成２５年度に開通したことにより、紀勢自動車道が全線開通。

今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性

・一般国道４２号紀宝バイパスは、事業が完了しており、整備目的どおりの効果が発現していることから、

今後の事後評価の必要はないと考えます。

・一般国道４２号紀宝バイパスは、整備目的を達成していると判断できるため、改善措置の必要はないと

考えます。

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

・同種事業の計画・調査にあたっては、広域的な効果が発現するという観点で道路整備による多面的な効

果の把握に努める必要があると考えます。また、事業評価手法の見直しの必要はないと考えます。

特記事項

特になし。

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。
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セ
ス
向

上
の
状
況

□
農
林
水
産
業
を
主
体
と
す
る
地
域
に
お
け
る
農
林
水
産

品
の
流
通
の
利
便
性
向
上
の
状
況

□
現
道
等
に
お
け
る
総
重
量
2
5
t
の
車
両
も
し
く
は
I
S
O
規

格
背
高
海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
車
が
通
行
で
き
な
い
区
間
が
解
消

都
市
の
再
生

□
都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
に
関
す
る
効
果

□
広
域
道
路
整
備
基
本
計
画
に
位
置
づ
け
の
あ
る
環
状
道

路
を
形
成
（
又
は
一
部
形
成
）
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
効
果

□
市
街
地
再
開
発
、
区
画
整
理
等
の
沿
道
ま
ち
づ
く
り
と

の
連
携
に
関
す
る
効
果

□
中
心
市
街
地
内
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
効
果

□
幹
線
都
市
計
画
道
路
網
密
度
が
1
.
5
k
m
/
k
m
2
以
下
で
あ
る
市
街
地
内
で
の
事
業
で
あ
る

□
D
I
D
区
域
内
の
都
市
計
画
道
路
整
備
で
あ
り
、
市
街
地
の
都
市
計
画
道
路
網
密
度
が
向
上

□
対
象
区
間
が
現
在
連
絡
道
路
が
な
い
住
宅
宅
地
開
発
(
3
0
0
戸
以
上
又
は
1
6
h
a
以
上
、
大
都
市
に
お
い
て
は
1
0
0
戸
以
上
又
は
5
h
a

以
上
)
へ
の
連
絡
道
路
と
な
っ
た
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１
．
活
力

国
土
・
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築

□
高
速
自
動
車
国
道
と
並
行
す
る
自
専
道
（
A
'
路
線
）
と
し
て
の
位
置
づ
け
あ
り

□
地
域
高
規
格
道
路
の
位
置
づ
け
あ
り

□
当
該
路
線
が
新
た
に
拠
点
都
市
間
を
高
規
格
幹
線
道
路
で
連
絡
す
る
ル
ー
ト
を
構
成
す
る
（
A
'
路
線
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
あ

る
場
合
）

■
当
該
路
線
が
隣
接
し
た
日
常
活
動
圏
中
心
都
市
間
を
最
短
時
間
で
連
絡
す
る
路
線
を
構
成
す
る

熊
野
市
か
ら
新
宮
市
ま
で
の
所
要
時
間
が
短
縮
（
井
田
～

成
川

交
差

点
間

：
約

3
分

短
縮

）

□
現
道
等
に
お
け
る
交
通
不
能
区
間
が
解
消

□
現
道
等
に
お
け
る
大
型
車
の
す
れ
違
い
困
難
区
間
を
解
消

■
日
常
活
動
圏
の
中
心
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
状
況

熊
野
市
か
ら
新
宮
市
ま
で
の
所
要
時
間
が
短
縮
（
井
田

～
成

川
交

差
点

間
：

約
3
分

短
縮

）

個
性
あ
る
地
域
の

形
成

□
鉄
道
や
河
川
等
に
よ
り
一
体
的
発
展
が
阻
害
さ
れ
て
い

る
地
区
の
一
体
的
発
展
へ
の
寄
与
の
状
況

□
拠
点
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
に
関
す
る
効
果

□
主
要
な
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
る
効
果

□
特
別
立
法
に
基
づ
く
事
業
と
し
て
の
効
果

□
新
規
整
備
の
公
共
公
益
施
設
へ
直
結
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
効
果

□
歴
史
的
景
観
を
活
か
し
た
道
路
整
備
や
中
心
商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
道
路
整
備
等
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
事
業

と
し
て
の
効
果

２
．
暮
ら
し

歩
行
者
･
自
転
車

の
た
め
の
生
活
空

間
の
形
成

□
自
転
車
利
用
空
間
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
当
該
区
間
の
歩
行
者
・
自
転
車
の
通
行
の
快
適
・
安
全
性
向
上
の
状
況

□
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
重
点
整
備
地
区
に
お
け
る
特
定
経
路
を
形
成
す
る
区
間
が
新
た
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ

た
。

無
電
柱
化
に
よ
る

美
し
い
町
並
み
の

形
成

□
対
象
区
間
が
電
線
類
地
中
化
５
ヶ
年
計
画
に
位
置
づ
け
有
り

□
市
街
地
又
は
歴
史
景
観
地
区
（
歴
史
的
風
土
特
別
保
存
区
域
及
び
重
要
伝
統
的
建
造
物
保
存
地
区
）
の
幹
線
道
路
に
お
い
て
新

た
に
無
電
柱
化
を
達
成

安
全
で
安
心
で
き

る
く
ら
し
の
確
保

■
三
次
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
状
況

第
２
次
救
急
医
療
施
設
間
の
搬
送
時
間
が
短
縮
（
紀
南

病
院

～
新

宮
市

立
医

療
セ

ン
タ

ー
：

約
3
6
分

⇒
約

2
9
分

：
約

7
分

短
縮

）
※
新
宮
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
は
第
３
次
救
急
医
療
施
設

で
は

無
い

が
東

紀
州

地
域

で
は

繋
が

り
が

強
い
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３
．
安
全

安
全
な
生
活
環
境

の
確
保

□
現
道
等
に
お
け
る
交
通
量
の
減
少
、
歩
道
の
設
置
又
は

線
形
不
良
区
間
の
解
消
等
に
よ
る
安
全
性
向
上
の
状
況

□
歩
道
が
無
い
又
は
狭
小
な
区
間
に
歩
道
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
安
全
性
向
上
の
状
況

災
害
へ
の
備
え

□
近
隣
市
へ
の
ル
ー
ト
が
１
つ
し
か
な
く
、
災
害
に
よ
る
１
～
２
箇
所
の
道
路
寸
断
で
孤
立
化
す
る
集
落
を
解
消

■
対
象
区
間
が
、
都
道
府
県
地
域
防
災
計
画
、
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
又
は
地
震
対
策
緊
急
整
備
事
業
計
画
に
位
置

づ
け
が
あ
る
、
又
は
地
震
防
災
緊
急
事
業
五
ヶ
年
計
画
に
位
置
づ
け
の
あ
る
路
線
（
以
下
「
緊
急
輸
送
道
路
」
と
い
う
）
と
し

て
位
置
づ
け
あ
り

三
重
県
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
に
お
い
て

第
一

次
緊

急
輸

送
道

路
に

指
定

□
緊
急
輸
送
道
路
が
通
行
止
に
な
っ
た
場
合
に
大
幅
な
迂

回
を
強
い
ら
れ
る
区
間
の
代
替
路
線
を
形
成

□
並
行
す
る
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
替
路
線
と
し
て
機

能
す
る
（
A
'
路
線
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
あ
る
場
合
）

□
現
道
等
の
防
災
点
検
又
は
震
災
点
検
要
対
策
箇
所
も
し

く
は
架
替
の
必
要
の
あ
る
老
朽
橋
梁
に
お
け
る
通
行
規
制
等
が
解
消

□
現
道
等
の
事
前
通
行
規
制
区
間
、
特
殊
通
行
規
制
区
間

又
は
冬
期
交
通
障
害
区
間
が
解
消

□
避
難
路
へ
1
k
m
以
内
で
到
達
で
き
る
地
区
が
新
た
に
増
加

□
幅
員
6
m
以
上
の
道
路
が
な
い
た
め
消
火
活
動
が
で
き
な

い
地
区
が
解
消

□
密
集
市
街
地
に
お
け
る
事
業
で
火
災
時
の
延
焼
遮
断
帯

と
し
て
機
能

４
．
環
境

地
球
環
境
の
保
全

●
対
象
道
路
の
整
備
に
よ
り
削
減
さ
れ
る
自
動
車
か
ら
の

C
O
2
排
出
量

C
O
2
排
出
削
減
量
：
1
.
7
千
t
-
C
O
2
/
年
（
8
3
.
2
千
t
-
C
O
2
/
年

 
⇒

 
8
1
.
5
千

t
-
C
O
2
/
年

）

生
活
環
境
の
改

善
・
保
全

●
現
道
等
に
お
け
る
自
動
車
か
ら
の
N
O
2
排
出
削
減
率

(主
)紀

宝
川

瀬
線

（
井

田
～

成
川

交
差

点
間

）
排

出
削

減
量

：
約

7
.2

t-
N

O
x/

年
（
9
.8

t-
N

O
x/

年
 ⇒

 2
.6

t-
N

O
x/

年
）
、

排
出

削
減

率
：
 7

割
削

減

●
現
道
等
に
お
け
る
自
動
車
か
ら
の
S
P
M
排
出
削
減
率

(主
)紀

宝
川

瀬
線

（
井

田
～

成
川

交
差

点
間

）
排

出
削

減
量

：
約

0
.4

t-
S
P

M
/
年

（
0
.6

t-
S
P

M
/
年

 ⇒
 0

.2
t-

S
P

M
/
年

）
、

排
出

削
減

率
：
 7

割
削

減

□
現
道
等
で
騒
音
レ
ベ
ル
が
夜
間
要
請
限
度
を
超
過
し
て

い
た
区
間
の
騒
音
レ
ベ
ル
の
改
善
の
状
況

■
そ
の
他
、
環
境
や
景
観
上
の
効
果

通
学
路
で
も
あ
る
旧
道
区
間
の
通
過
交
通
が
減
少
し
生
活

環
境

が
改

善
（

事
故

件
数

8
4
件

/
4
年

→
1
0
件

/
4
年

）

５
．
そ
の
他

他
の
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
と

の
関
係

□
道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
又
は
都
市
計
画
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

□
関
連
す
る
大
規
模
道
路
事
業
と
一
体
的
に
整
備
す
る
必
要
性
ま
た
は
一
体
的
整
備
に
よ
る
効
果

□
他
機
関
と
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
効
果

そ
の
他

□
そ
の
他
、
対
象
地
域
や
事
業
に
固
有
の
事
情
等
、
以
上
の
項
目
に
属
さ
な
い
効
果
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様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・その他

の別

一般国道４２号 紀宝バイパス Ｌ＝3.8Ｋｍ 二次改築 BP

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

10,900 2 中部地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成30年度

単純合計 170億円 42億円 212億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

432億円 22億円 454億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成30年度

供 用 年 平成26年度

単年便益
（初年便益）

18億円 1.5億円 0.23億円 20億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

439億円 36億円 5.8億円 482億円 

③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 1.1

経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ） 27.2億円 

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） 4.16%
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交通状況の変化

一般国道４２号　紀宝バイパス

（推計時点   Ｈ42年）

交通量※1 [台/日]

走行時間※2 [分]

：3.8km 走行時間費用※3 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

：4.5km 走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

：7.7km 走行時間費用 [億円/年]

③その他道路合計 ：527.5km 走行時間費用 [億円／年]

合計 ：543.5km 走行時間短縮便益 [億円/年]

※１：　当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２：　配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３：　費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４：　当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

※５：　②主な周辺道路における交通量の予測地点は、事業全体と残事業で同地点において設定する。

（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）

300.43 283.17 17.26

県道35号
（紀宝川瀬線）

5,500 2,600

16 16

256.62 257.47

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便益
(A - B)

②主な周辺道路※4

県道35号
（旧国道４２号）
（紀宝川瀬線）

整備なし(A)

9,900

15

27.80

①新設・改築道路

一般国道４２号
紀宝バイパス

-

- 11.41

- 6

様式－３①

7.26

10,900

整備あり(B)

3,200

12

7.03

16.01

紀宝町

①一般国道42号
紀宝バイパス

L=3.8km

L=4.5km

②県道35号(旧国道４２号)
（紀宝川瀬線）

②県道35号

L=7.7km

（紀宝川瀬線）
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様式－３②

費用便益分析の条件

一般国道４２号　紀宝バイパス

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成３０年２月　国土交通省　道路局　都市局）

その他 □

分析対象期間 ５０年間

社会的割引率 4％

基準年次 平成30年

１時点のみ推計 ■（Ｈ42）

複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）
□

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 □
採用理由を記載

□

交通量が、交通容量（Ｑmax～Ｑmin）以上の路線、交通容量（Ｑmin～Ｑmax）の路
線、等が混在した配分結果となっているため、費用便益算出においては、速度差
の生ずる「加重平均速度」を用いた。

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

推計に用いた
OD表

■
（Ｈ２２センサス）

□

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

開発交通量の
考慮

有の場合のみ 考慮した理由を記載

配分交通量の
推計手法 簡易手法の

採択理由

簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

速度設定の
考え方

■

算出マニュアル
■

分析の基本的事項

交通流の
推計時点

推計の状況
いずれかのみ
の推計の場合
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一般国道４２号　紀宝バイパス

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した通行止め日数 （　　　）　日

とり止め交通の考慮する □

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）　日

冬期の走行速度と交通容量の関係

設定の考え方を記載

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定 ■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

中央分離帯の有無を考慮 □

中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □

その他

便
益
の
算
定

休日交通の
影響 考慮する

場合のみ

災害等による
通行止めの

影響 考慮する
場合のみ

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

車種別時間
価値原単位 　算出根拠を添付すること

車種別走行
経費原単位 　算出根拠を添付すること

交通事故減少
便益算定

走行時間短縮・走
行経費減少・交通
事故減少以外の便

益
　（考慮の場合、算出根拠を添付すること）

採用した通行止め日数の考え方を記載

とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

冬期交通の
影響 考慮する

場合のみ

採用した冬期日数の考え方を記載
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一般国道４２号　紀宝バイパス

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

その他（概略事業計画による値を採用） □
維持管理費の設定根拠を記載

事務所管内直轄路線の1km当たり平均単価（実績値）を使用

積雪地域または寒冷地域である □

費 ■

用 □

の 事業費を考慮 □

算 維持管理費を考慮 □

定

その他

４．その他

雪寒費

当該道路整備が
行われない場合

の費用

考慮しない

考慮する

考慮する
場合のみ

当該道路整備が行われない場合の費用を考慮した理由および考え方を記載（対策内容、費
用等）

事業費

維持管理費
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様式－４

費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出 (消費税相当額含む)

箇所名：一般国道４２号　紀宝バイパス 単価 (億円) 延長 (㎞) 単純価値(億円)

0.24 3.8 0.91
割戻率 GDP

年次  年度 1.04 ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
-42年目 S 47 6.0748 51.8 0.05 0.60
-41年目 S 48 5.8412 59.6 0.10 1.01
-40年目 S 49 5.6165 71.1 0.20 1.62
-39年目 S 50 5.4005 75.2 2.20 16.25
-38年目 S 51 5.1928 81.5 2.95 19.32
-37年目 S 52 4.9931 86.4 3.98 23.64
-36年目 S 53 4.8010 90.0 3.24 17.76
-35年目 S 54 4.6164 92.4 2.57 13.20
-34年目 S 55 4.4388 98.2 3.72 17.28
-33年目 S 56 4.2681 100.7 3.38 14.72
-32年目 S 57 4.1039 101.9 3.80 15.74
-31年目 S 58 3.9461 102.9 5.94 23.42
-30年目 S 59 3.7943 105.0 2.79 10.37
-29年目 S 60 3.6484 105.7 5.30 18.80
-28年目 S 61 3.5081 107.6 6.50 21.79
-27年目 S 62 3.3731 107.3 6.90 22.29
-26年目 S 63 3.2434 107.9 4.15 12.82
-25年目 H 1 3.1187 110.8 4.45 12.89
-24年目 H 2 2.9987 113.3 3.55 9.65
-23年目 H 3 2.8834 116.0 3.95 10.10
-22年目 H 4 2.7725 117.6 5.32 12.89
-21年目 H 5 2.6658 117.9 3.59 8.35
-20年目 H 6 2.5633 117.8 1.45 3.25
-19年目 H 7 2.4647 117.1 1.84 3.99
-18年目 H 8 2.3699 116.6 0.05 0.10
-17年目 H 9 2.2788 117.5 0.10 0.19
-16年目 H 10 2.1911 116.9 0.29 0.55
-15年目 H 11 2.1068 115.2 0.10 0.18
-14年目 H 12 2.0258 113.8 0.10 0.17
-13年目 H 13 1.9479 112.4 1.33 2.38
-12年目 H 14 1.8730 110.5 1.05 1.83
-11年目 H 15 1.8009 109.0 2.63 4.47
-10年目 H 16 1.7317 107.9 0.48 0.79
-9年目 H 17 1.6651 106.7 1.79 2.87
-8年目 H 18 1.6010 105.9 6.73 10.46
-7年目 H 19 1.5395 105.0 6.01 9.06
-6年目 H 20 1.4802 104.4 5.67 8.27
-5年目 H 21 1.4233 103.0 20.77 29.50
-4年目 H 22 1.3686 101.3 5.71 7.94
-3年目 H 23 1.3159 99.8 20.19 27.37
-2年目 H 24 1.2653 99.0 14.57 19.15
-1年目 H 25 1.2167 99.0 0.57 0.72

供用開始年次 H 26 1.1699 101.5 0.84 1.00
1年目 H 27 1.1249 103.0 0.84 0.95
2年目 H 28 1.0816 102.8 0.84 0.91
3年目 H 29 1.0400 102.8 0.84 0.88
4年目 H 30 1.0000 102.8 0.84 0.84
5年目 H 31 0.9615 102.8 0.84 0.81
6年目 H 32 0.9246 102.8 0.84 0.78
7年目 H 33 0.8890 102.8 0.84 0.75
8年目 H 34 0.8548 102.8 0.84 0.72
9年目 H 35 0.8219 102.8 0.84 0.69
10年目 H 36 0.7903 102.8 0.84 0.67
11年目 H 37 0.7599 102.8 0.84 0.64
12年目 H 38 0.7307 102.8 0.84 0.62
13年目 H 39 0.7026 102.8 0.84 0.59
14年目 H 40 0.6756 102.8 0.84 0.57
15年目 H 41 0.6496 102.8 0.84 0.55
16年目 H 42 0.6246 102.8 0.84 0.53
17年目 H 43 0.6006 102.8 0.84 0.51
18年目 H 44 0.5775 102.8 0.84 0.49
19年目 H 45 0.5553 102.8 0.84 0.47
20年目 H 46 0.5339 102.8 0.84 0.45
21年目 H 47 0.5134 102.8 0.84 0.43
22年目 H 48 0.4936 102.8 0.84 0.42
23年目 H 49 0.4746 102.8 0.84 0.40
24年目 H 50 0.4564 102.8 0.84 0.39
25年目 H 51 0.4388 102.8 0.84 0.37
26年目 H 52 0.4220 102.8 0.84 0.36
27年目 H 53 0.4057 102.8 0.84 0.34
28年目 H 54 0.3901 102.8 0.84 0.33
29年目 H 55 0.3751 102.8 0.84 0.32
30年目 H 56 0.3607 102.8 0.84 0.30
31年目 H 57 0.3468 102.8 0.84 0.29
32年目 H 58 0.3335 102.8 0.84 0.28
33年目 H 59 0.3207 102.8 0.84 0.27
34年目 H 60 0.3083 102.8 0.84 0.26
35年目 H 61 0.2965 102.8 0.84 0.25
36年目 H 62 0.2851 102.8 0.84 0.24
37年目 H 63 0.2741 102.8 0.84 0.23
38年目 H 64 0.2636 102.8 0.84 0.22
39年目 H 65 0.2534 102.8 0.84 0.21
40年目 H 66 0.2437 102.8 0.84 0.21
41年目 H 67 0.2343 102.8 0.84 0.20
42年目 H 68 0.2253 102.8 0.84 0.19
43年目 H 69 0.2166 102.8 0.84 0.18
44年目 H 70 0.2083 102.8 0.84 0.18
45年目 H 71 0.2003 102.8 0.84 0.17
46年目 H 72 0.1926 102.8 0.84 0.16
47年目 H 73 0.1852 102.8 0.84 0.16
48年目 H 74 0.1780 102.8 0.84 0.15
49年目 H 75 0.1712 102.8 -31.78 -5.44 0.84 0.14
  合　計 138.28 432.30 42.22 22.08

単純事業費計 170.06 42.22

注）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。

事業費（億円） 維持管理費（億円）
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車線数 延長

2 3.8km

■事業費内訳（事業全体）

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

①工事費 9,688

改良費 1,699

土工 ｍ3 243,000 346

軟弱地盤改良工 ｍ3 2,000 45

法面工 ㎡ 1,710 110 切土法面、盛土法面、種子散布など

擁壁工 式 1 544 補強土壁、重力式擁壁、ﾌﾞﾛｯｸ積擁壁など

管渠工 ｍ 364 60

函渠工 ｍ 104 30

排水工 ｍ 12,440 254

中央分離帯工 ｍ

雑工 式 1 310

橋梁費 1,861

100m以上 ｍ 185 1,861

100m未満 ｍ

トンネル費 4,764

ＮＡＴＭ ｍ 680 4,764

シールド ｍ

ＩＣ・JCT費

ＩＣ 箇所

ＪＣＴ 箇所

舗装費 1,244

車道舗装 ㎡ 26,520 939

その他舗装 ㎡ 9,350 305

付帯施設費 120

交通管理施設工 式 1 120 標識、防護柵など

遮音壁 ｍ

②用地及補償費 4,008

用地費 式 1 3,178

宅地 ㎡ 25,542 2,352

田畑 ㎡ 21,177 795

山林・原野 ㎡ 16,108 31

その他 ㎡

補償費 式 1 830

③間接経費 式 1 3,782 地質調査、測量、設計にかかる費用及び予備費

全体事業費 17,478

【単価等について】

○工事費算出にあたっては、土木工事標準歩掛及び近接事業箇所の実績単価を使用

○用地補償費算出にあたっては、近接事業箇所の直近実績単価を使用

路線名 箇所名

一般国道４２号 紀宝バイパス

参考様式1参考様式1
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車線数 延長

2 3.8km

■維持管理費内訳（事業全体）

単位 数量
金額

（百万円）
備考

維持費 Km 3.8 950 巡回、清掃、除草、除雪等

修繕費 式 1 3,550 路面補修、構造物の点検・補修等

その他 式 1

維持管理費合計 4,500

【単価等について】

○維持管理費は実績に基づき算出

一般国道４２号 紀宝バイパス

区分

路線名 箇所名

参考様式２参考様式２
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事後評価結果（平成３０年度）（案）

担 当 課：

担当課長名：

事業名 事業 事業 国土交通省

近畿自動車道紀勢線（尾鷲北～紀伊長島） 区分 高速自動車国道 主体 中部地方整備局
きん き じ どうしやどう き せいせん お わせきた き い ながしま

起終点 自：三重県尾鷲市坂場西町 延長
お わせ さか ば にしまち

至：三重県北牟婁郡紀北町紀伊長島区 東 長島 ２１．２km
きた む ろ き ほくちよう き い ながしま ひがしながしま

事業概要

近畿自動車道紀勢線（尾鷲北～紀伊長島）は、三重県尾鷲市坂場西町から三重県北牟婁郡紀北町紀伊長島
きん き き せい お わせきた き い ながしま お わせ さか ば にしまち きた む ろ き ほくちよう き い ながしま

区東長島に至る延長２１．２ｋｍの高規格幹線道路（新直轄方式区間）である。
ひがしながしま

事業の目的・必要性

近畿自動車道紀勢線（尾鷲北～紀伊長島）は、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、
きん き き せい お わせきた き い ながしま

地域活性化の支援、救急医療活動の支援を目的に計画された事業である。

事業概要図

事 事業期間 事業化年度 H１１年度 用地着手 H１７年度 供用年 （当初）－/H25年度 変

業 都市計画決定 H ８年度 工事着手 H１８年度 （暫定/完成） （実績）－/H25年度 動 1.00倍

効 事業費 計画時 （名目値）－/950億円 実績 （名目値）－/1,097億円 変

果 （暫定/完成） （実質値）－/957億円 （暫定/完成） （実質値）－/1,108億円 動 1.15倍

等 交通量 計画時 実績 変

（当該路線）（暫定/完成） －/8,700台/日 （暫定/完成） －/12,100台/日 動 139％

旅行速度向上 ４７ → ６５ km/h 交通事故減少 ５２ → ４ 件/年

(供用前現道→当該路線) (供用前年次)H22年 (供用後年次)H27年 (供用前現道→当該路線) (供用前年次)H22～24年 (供用後年次)H26～28年

費用対効果 B／C 総費用 955億円 総便益 1,206億円 基準年

分析結果 事 業 費： 883億円 走行時間短縮便益： 950億円 平成２０年

（当初） １．３ 維持管理費： 72億円 走行経費減少便益： 210億円

交通事故減少便益： 46億円

費用対効果 B／C 総費用 1,572億円 総便益 2,238億円 基準年

分析結果 事 業 費：1,454億円 走行時間短縮便益：1,913億円 平成３０年

（事後） １．４ 維持管理費： 118億円 走行経費減少便益： 267億円

交通事故減少便益： 58億円

事業遅延によるコスト増 －億円 －億円

事業遅延の理由

特になし。
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客観的評価指標に対応する事後評価項目

①円滑なモビリティの確保

・並行区間の渋滞損失削減率（約9割削減）

・バス路線の利便性向上の状況（渋滞損失削減により並行区間を通過するバスの円滑性が向上）

②物流効率化の支援

・農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性向上の状況

（当該区間を利用することで、並行区間通過時に発生していた峠道の揺れによる荷傷みが減少）

③国土・地域ネットワークの構築

・当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成（尾鷲市～松阪市）

・日常活動圏の中心都市へのアクセス向上の状況（尾鷲市～松阪市：約85分⇒約67分：約18分短縮）

④個性ある地域の形成

・拠点開発プロジェクトの支援に関する効果（養殖ブリのブランド化や更なる海外への販路が拡大）

・主要な観光地へのアクセス向上による効果（当該区間及び熊野尾鷲道路の開通により、東紀州地域

の観光入込客数は3年連続200万人以上であるなど堅調に推移（H17比で約1.5倍に増加））

⑤安全で安心できるくらしの確保

・三次医療施設へのアクセス向上の状況（当該区間及び熊野尾鷲道路の開通により、第２次救急医療

施設から第３次救急医療施設への転院搬送時間が短縮（紀南病院～伊勢赤十字病院間：約122分⇒

約103分（約19分短縮））

⑥災害への備え

・対象区間が都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位

置づけがある又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）

として位置づけあり（三重県緊急輸送道路ネットワーク計画において第一次緊急輸送道路に指定）

・緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成

（当該区間（第一次緊急輸送道路）が並行区間（第一次緊急輸送道路）の代替路線を形成）

⑦地球環境の保全

・対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量（10.2千t-CO2/年）

⑧生活環境の改善・保全

・現道等における自動車からのNO2排出削減率（約8割削減）

・現道等における自動車からのSPM排出削減率（約8割削減）

その他評価すべきと判断した項目

特になし。

事 環境影響評価に対応する項目

業 特になし。

変 その他評価すべきと判断した項目

化 特になし。

事業評価監視委員会の意見

事業を巡る社会経済情勢等の変化

・近畿自動車道紀勢線の紀伊長島ＩＣ～勢和多気ＪＣＴ間が平成２４年度までに開通。

・熊野尾鷲道路の尾鷲南ＩＣ～三木里ＩＣ間が平成２０年度に開通し、また、三木里ＩＣ～熊野大泊ＩＣ

間が平成２５年度に開通したことにより、熊野尾鷲道路が全線開通。

今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性

・近畿自動車道紀勢線（尾鷲北～紀伊長島）は事業が完了しており、整備目的どおりの効果が発現してい

ることから、今後の事後評価の必要はないと考えます。

・近畿自動車道紀勢線（尾鷲北～紀伊長島）は、整備目的を達成していると判断できるため、改善措置の

必要はないと考えます。

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

・同種事業の計画・調査にあたっては、広域的な効果が発現するという観点で道路整備による多面的な効

果の把握に努める必要があると考えます。また、事業評価手法の見直しの必要はないと考えます。

特記事項

特になし。

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。
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緊

急
輸

送
道

路
に

指
定

■
緊
急
輸
送
道
路
が
通
行
止
に
な
っ
た
場
合
に
大
幅
な
迂

回
を
強
い
ら
れ
る
区
間
の
代
替
路
線
を
形
成

当
該
区
間
（
第
一
次
緊
急
輸
送
道
路
）
が
並
行
区
間
（
第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

）
の

代
替

路
線

を
形

成

□
並
行
す
る
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
替
路
線
と
し
て
機

能

□
並
行
区
間
等
の
事
前
通
行
規
制
区
間
、
特
殊
通
行
規
制

区
間
又
は
冬
期
交
通
障
害
区
間
が
解
消

４
．
環
境

地
球
環
境
の
保
全

●
対
象
道
路
の
整
備
に
よ
り
削
減
さ
れ
る
自
動
車
か
ら
の

C
O
2
排
出
量

C
O
2
排
出
削
減
量
：
1
0
.
2
千
t
-
C
O
2
/
年
（
1
9
3
.
6
千
t
-
C
O
2
/
年

 
⇒

 
1
8
3
.
4
千

t
-
C
O
2
/
年

）

生
活
環
境
の
改

善
・
保
全

●
並
行
区
間
等
に
お
け
る
自
動
車
か
ら
の
N
O
2
排
出
削
減
率

国
道

4
2
号

（
東

長
島

南
～

坂
場

交
差

点
間

）
排

出
削

減
量

：
約

8
8
.2

t-
N

O
x/

年
（
1
0
5
.2

t-
N

O
x/

年
 ⇒

 1
7
.0

t-
N

O
x/

年
）
、

排
出

削
減

率
：
 8

割
削

減

●
並
行
区
間
等
に
お
け
る
自
動
車
か
ら
の
S
P
M
排
出
削
減
率

国
道

4
2
号

（
東

長
島

南
～

坂
場

交
差

点
間

）
排

出
削

減
量

：
約

5
.0

t-
S
P

M
/
年

（
6
.0

t-
S
P

M
/
年

 ⇒
1
.0

t-
S
P

M
/
年

）
、

排
出

削
減

率
：
 8

割
削

減

□
並
行
区
間
等
で
騒
音
レ
ベ
ル
が
夜
間
要
請
限
度
を
超
過

し
て
い
た
区
間
の
騒
音
レ
ベ
ル
の
改
善
の
状
況

□
そ
の
他
、
環
境
や
景
観
上
の
効
果

５
．
そ
の
他

他
の
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
と

の
関
係

□
他
機
関
と
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る

□
そ
の
他
、
対
象
地
域
や
事
業
に
固
有
の
事
情
等
、
以
上

の
項
目
に
属
さ
な
い
効
果
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様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・その他

の別

近畿自動車道
紀勢線

尾鷲北～紀伊長島 Ｌ＝21.2Ｋｍ 高規格A その他

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

12,100 2 中部地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成30年度

単純合計 1,045億円 226億円 1,271億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

1,454億円 118億円 1,572億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成30年度

供 用 年 平成26年度

単年便益
（初年便益）

76億円 11億円 2.3億円 88億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

1,913億円 267億円 58億円 2,238億円 

③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 1.4

経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ） 667億円

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） 6.1%
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交通状況の変化

 近畿自動車道紀勢線　尾鷲北～紀伊長島

（推計時点   Ｈ42年）

交通量※1 [台/日]

走行時間※2 [分]

：21.2km 走行時間費用※3 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

：25.3km 走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

：4.5km 走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

：8.2km 走行時間費用 [億円/年]

③その他道路合計 ：635.7km 走行時間費用 [億円／年]

合計 ：694.9km 走行時間短縮便益 [億円/年]

※１：　当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２：　配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３：　費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４：　当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

※５：　②主な周辺道路における交通量の予測地点は、事業全体と残事業で同地点において設定する。

（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）

0.45 0.00

様式－３①

整備なし(A) 整備あり(B)

①新設・改築道路

近畿自動車道
紀勢線

- 12,100

- 18

- 40.32

137.76 29.10

14,800 4,100

50 39

県道760号
（南浦海山線）

100 0

20

1.58 0.00

20

562.09 486.23 75.86

県道581号等
（長島港古里線等）

100 0

11 11

422.30 416.81

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便益
(A - B)

②主な周辺道路※4

国道42号

尾鷲北ＩＣ

海山ＩＣ

紀伊長島ＩＣ

紀北町

尾鷲市

大台町

L=21.2km

L=4.5km

L=8.2km

①
近
畿
自
動
車
紀
勢
線

（
尾
鷲
北
～
紀
伊
長
島
）

②
国
道
42
号

②
県
道

号

（
長
島
港
古
里
線
等
）

581

②
県
道

号

760

（
南
浦
海
山
線
）

L=25.3km
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様式－３②

費用便益分析の条件

 近畿自動車道紀勢線　尾鷲北～紀伊長島

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成３０年２月　国土交通省　道路局　都市局）

その他 □

分析対象期間 ５０年間

社会的割引率 4％

基準年次 平成30年

１時点のみ推計 ■（Ｈ42）

複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）
□

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 □
採用理由を記載

□

算出マニュアル
■

分析の基本的事項

交通流の
推計時点

推計の状況
いずれかのみ
の推計の場合

推計に用いた
OD表

■
（Ｈ２２センサス）

□

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

開発交通量の
考慮

有の場合のみ 考慮した理由を記載

配分交通量の
推計手法 簡易手法の

採択理由

簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

速度設定の
考え方

■

交通量が、交通容量（Ｑmax～Ｑmin）以上の路線、交通容量（Ｑmin～Ｑmax）の路
線、等が混在した配分結果となっているため、費用便益算出においては、速度差
の生ずる「加重平均速度」を用いた。

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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 近畿自動車道紀勢線　尾鷲北～紀伊長島

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した通行止め日数 （　　　）　日

とり止め交通の考慮する □

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）　日

冬期の走行速度と交通容量の関係

設定の考え方を記載

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定 ■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

中央分離帯の有無を考慮 □

中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □

その他

採用した通行止め日数の考え方を記載

とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

冬期交通の
影響 考慮する

場合のみ

採用した冬期日数の考え方を記載

便
益
の
算
定

休日交通の
影響 考慮する

場合のみ

災害等による
通行止めの

影響 考慮する
場合のみ

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

車種別時間
価値原単位 　算出根拠を添付すること

車種別走行
経費原単位 　算出根拠を添付すること

交通事故減少
便益算定

走行時間短縮・走
行経費減少・交通
事故減少以外の便

益
　（考慮の場合、算出根拠を添付すること）

68



 近畿自動車道紀勢線　尾鷲北～紀伊長島

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

その他（概略事業計画による値を採用） □
維持管理費の設定根拠を記載

事務所管内直轄路線の1km当たり平均単価（実績値）を使用

積雪地域または寒冷地域である □

費 ■

用 □

の 事業費を考慮 □

算 維持管理費を考慮 □

定

その他

４．その他

雪寒費

事業費

維持管理費

当該道路整備が
行われない場合

の費用

考慮しない

考慮する

考慮する
場合のみ

当該道路整備が行われない場合の費用を考慮した理由および考え方を記載（対策内容、費
用等）
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様式－４

費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出 (消費税相当額含む)

箇所名：近畿自動車道紀勢線　尾鷲北～紀伊長島 単価 (億円) 延長 (㎞) 単純価値(億円)

0.23 21.2 4.88
割戻率 GDP

年次  年度 1.04 ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
-11年目 H 15 1.8009 109.0 4.70 7.99
-10年目 H 16 1.7317 107.9 10.01 16.51
-9年目 H 17 1.6651 106.7 7.67 12.30
-8年目 H 18 1.6010 105.9 34.96 54.33
-7年目 H 19 1.5395 105.0 92.97 140.13
-6年目 H 20 1.4802 104.4 131.36 191.47
-5年目 H 21 1.4233 103.0 162.61 230.99
-4年目 H 22 1.3686 101.3 188.31 261.53
-3年目 H 23 1.3159 99.8 175.42 237.78
-2年目 H 24 1.2653 99.0 157.82 207.35
-1年目 H 25 1.2167 99.0 49.88 63.01

供用開始年次 H 26 1.1699 101.5 27.22 32.25 4.51 5.35
1年目 H 27 1.1249 103.0 2.50 2.81 4.51 5.07
2年目 H 28 1.0816 102.8 4.51 4.88
3年目 H 29 1.0400 102.8 4.51 4.70
4年目 H 30 1.0000 102.8 4.51 4.51
5年目 H 31 0.9615 102.8 4.51 4.34
6年目 H 32 0.9246 102.8 4.51 4.17
7年目 H 33 0.8890 102.8 4.51 4.01
8年目 H 34 0.8548 102.8 4.51 3.86
9年目 H 35 0.8219 102.8 4.51 3.71
10年目 H 36 0.7903 102.8 4.51 3.57
11年目 H 37 0.7599 102.8 4.51 3.43
12年目 H 38 0.7307 102.8 4.51 3.30
13年目 H 39 0.7026 102.8 4.51 3.17
14年目 H 40 0.6756 102.8 4.51 3.05
15年目 H 41 0.6496 102.8 4.51 2.93
16年目 H 42 0.6246 102.8 4.51 2.82
17年目 H 43 0.6006 102.8 4.51 2.71
18年目 H 44 0.5775 102.8 4.51 2.61
19年目 H 45 0.5553 102.8 4.51 2.51
20年目 H 46 0.5339 102.8 4.51 2.41
21年目 H 47 0.5134 102.8 4.51 2.32
22年目 H 48 0.4936 102.8 4.51 2.23
23年目 H 49 0.4746 102.8 4.51 2.14
24年目 H 50 0.4564 102.8 4.51 2.06
25年目 H 51 0.4388 102.8 4.51 1.98
26年目 H 52 0.4220 102.8 4.51 1.91
27年目 H 53 0.4057 102.8 4.51 1.83
28年目 H 54 0.3901 102.8 4.51 1.76
29年目 H 55 0.3751 102.8 4.51 1.69
30年目 H 56 0.3607 102.8 4.51 1.63
31年目 H 57 0.3468 102.8 4.51 1.57
32年目 H 58 0.3335 102.8 4.51 1.51
33年目 H 59 0.3207 102.8 4.51 1.45
34年目 H 60 0.3083 102.8 4.51 1.39
35年目 H 61 0.2965 102.8 4.51 1.34
36年目 H 62 0.2851 102.8 4.51 1.29
37年目 H 63 0.2741 102.8 4.51 1.24
38年目 H 64 0.2636 102.8 4.51 1.19
39年目 H 65 0.2534 102.8 4.51 1.14
40年目 H 66 0.2437 102.8 4.51 1.10
41年目 H 67 0.2343 102.8 4.51 1.06
42年目 H 68 0.2253 102.8 4.51 1.02
43年目 H 69 0.2166 102.8 4.51 0.98
44年目 H 70 0.2083 102.8 4.51 0.94
45年目 H 71 0.2003 102.8 4.51 0.90
46年目 H 72 0.1926 102.8 4.51 0.87
47年目 H 73 0.1852 102.8 4.51 0.84
48年目 H 74 0.1780 102.8 4.51 0.80
49年目 H 75 0.1712 102.8 -28.78 -4.93 4.51 0.77
  合　計 1016.64 1453.53 225.74 118.06

単純事業費計 1045.42 225.74

注）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。

事業費（億円） 維持管理費（億円）

70



様
式

－
５

便
益

の
現

在
価

値
算

定
表

箇
所

名
：
近

畿
自

動
車

道
紀

勢
線

　
尾

鷲
北

～
紀

伊
長

島

G
D

P
　

　
　

　
総

走
行

台
ｷ

ﾛ
の

年
次

別
伸

び
率

割
戻

率
ﾃ
ﾞﾌ

ﾚ
ｰ

ﾀ
走

行
時

間
短

縮
便

益
(億

円
)

走
行

経
費

減
少

便
益

(億
円

)
　

 事
故

減
少

便
益

(億
円

)
(億

円
)

(東
海

ﾌ
ﾞﾛ

ｯ
ｸ
)

1
.0

4
現

在
価

値
現

在
価

値
現

在
価

値
便

益
合

計
現

在
価

値
年

次
乗

用
車

小
型

貨
物

普
通

貨
物

全
  
車

(A
)

1
0
2
.8

0
0
0

乗
用

車
類

小
型

貨
物

普
通

貨
物

①
計

①
×

(A
)

乗
用

車
類

小
型

貨
物

普
通

貨
物

②
計

②
×

(A
)

③
③

×
(A

)
(①

～
③

)
割

引
率

4
%

供
用

開
始

年
次

H
2
6

1
.0

0
5
2
0

0
.9

9
7
8
5

1
.0

1
9
4
6

1
.0

0
6
0
3

1
.1

6
9
9

1
0
1
.5

4
5
.3

3
1
1
.8

0
1
8
.4

5
7
5
.5

8
8
9
.5

5
6
.9

2
1
.2

5
2
.3

8
1
0
.5

5
1
2
.5

0
2
.3

5
2
.7

8
8
8
.4

8
1
0
4
.8

3
1
年

目
H

2
7

0
.9

9
3
8
0

0
.9

8
6
4
8

1
.0

0
7
6
8

0
.9

9
4
6
2

1
.1

2
4
9

1
0
3
.0

4
5
.5

6
1
1
.7

8
1
8
.8

1
7
6
.1

5
8
5
.4

9
6
.9

6
1
.2

5
2
.4

3
1
0
.6

3
1
1
.9

3
2
.3

6
2
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車線数 延長

2 21.2km

■事業費内訳（事業全体）

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

①工事費 91,183

改良費 17,198

土工 ｍ3 2,970,000 4,526

軟弱地盤改良工 ｍ3 42,000 899

法面工 ㎡ 251,000 3,147 切土法面、盛土法面、種子散布など

擁壁工 式 1 1,481 補強土壁、重力式擁壁、ﾌﾞﾛｯｸ積擁壁など

管渠工 ｍ 1,240 107

函渠工 ｍ 11,900 1,241

排水工 ｍ 23,100 434

中央分離帯工 ｍ

雑工 式 1 5,363

橋梁費 17,975

100m以上 ｍ 2,870 16,598

100m未満 ｍ 250 1,377

トンネル費 41,654

ＮＡＴＭ ｍ 12,900 41,654

シールド ｍ

ＩＣ・JCT費 12,644

ＩＣ 箇所 3 12,644

ＪＣＴ 箇所

舗装費 991

車道舗装 ㎡ 68,000 991

その他舗装 ㎡

付帯施設費 721

交通管理施設工 式 1 721 標識、防護柵など

遮音壁 ｍ

②用地及補償費 7,616

用地費 ㎡ 106,491 2,878

宅地 ㎡ 26,571 1,558

田畑 ㎡ 221,999 840

山林・原野 ㎡ 460,143 480

その他 ㎡

補償費 式 1 4,738

③間接経費 式 1 10,916 地質調査、測量、設計にかかる費用及び予備費

全体事業費 109,715

【単価等について】

○工事費算出にあたっては、土木工事標準歩掛及び近接事業箇所の実績単価を使用

○用地補償費算出にあたっては、近接事業箇所の直近実績単価を使用

路線名 箇所名

近畿自動車道紀勢線 尾鷲北～紀伊長島

参考様式1参考様式1
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車線数 延長

2 21.2km

■維持管理費内訳（事業全体）

単位 数量
金額

（百万円）
備考

維持費 Km 21.2 5,200 巡回、清掃、除草、除雪等

修繕費 式 1 18,700 路面補修、構造物の点検・補修等

その他 式 1

維持管理費合計 23,900

【単価等について】

○維持管理費は実績に基づき算出

近畿自動車道紀勢線 尾鷲北～紀伊長島

区分

路線名 箇所名

参考様式２参考様式２
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事後評価結果（平成３０年度）（案）

担 当 課：

担当課長名：

事業名 事業 事業 国土交通省

一般国道４２号 熊野尾鷲道路 区分 一般国道 主体 中部地方整備局
く ま の お わ せ

起終点 自：三重県尾鷲市南 浦 延長
お わ せ みなみうら

至：三重県熊野市大泊 町 １８.６km
く ま の おおとまりちよう

事業概要

一般国道４２号熊野尾鷲道路は、三重県尾鷲市南浦と三重県熊野市大泊 町に至る延長１８．６kmの
くま の お わせ お わせ みなみうら くま の おおとまりちよう

自動車専用道路で、近畿自動車道紀勢線と一体となり高速道路ネットワークを形成する道路である。
きん き き せい

事業の目的・必要性

一般国道４２号熊野尾鷲道路は、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、地域活性化の
くま の お わせ

支援、救急医療活動の支援を目的に計画された事業である。

事業概要図

事 事業期間 事業化年度 H ８年度 用地着手 H１４年度 供用年 （当初）－/H29年度 変

業 都市計画決定 H ８年度 工事着手 H１４年度 （暫定/完成） （実績）－/H25年度 動 0.82倍

効 事業費 計画時 （名目値）－/1,400億円 実績 （名目値）－/1,048億円 変

果 （暫定/完成） （実質値）－/1,399億円 （暫定/完成） （実質値）－/1,042億円 動 0.75倍

等 交通量 計画時 実績 変

（当該路線）（暫定/完成） －/12,200台/日 （暫定/完成） －/11,100台/日 動 91％

旅行速度向上 ５４ → ７３ km/h 交通事故減少 ２１ → ２ 件/年

(供用前現道→当該路線) (供用前年次)H22年 (供用後年次)H27年 (供用前現道→当該路線) (供用前年次)H19～22年 (供用後年次)H25～28年

費用対効果 B／C 総費用 895億円 総便益 957億円 基準年

分析結果 事 業 費：830億円 走行時間短縮便益：867億円 平成１７年

（当初） １．１ 維持管理費： 65億円 走行経費減少便益： 85億円

交通事故減少便益： 5.1億円

費用対効果 B／C 総費用 1,560億円 総便益 2,401億円 基準年

分析結果 事 業 費：1,461億円 走行時間短縮便益：2,048億円 平成３０年

（事後） １．５ 維持管理費： 99億円 走行経費減少便益： 294億円

交通事故減少便益： 59億円

事業遅延によるコスト増 －億円 －億円

事業遅延の理由

特になし。
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客観的評価指標に対応する事後評価項目

①円滑なモビリティの確保

・並行区間の渋滞損失削減率（約9割削減）

・バス路線の利便性向上の状況（渋滞損失削減により並行区間を通過するバスの円滑性が向上）

②物流効率化の支援

・農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性向上の状況

（当該区間を利用することで、並行区間通過時に発生していた峠道の揺れによる荷傷みが減少）

③国土・地域ネットワークの構築

・当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成（尾鷲市～熊野市)

・日常活動圏の中心都市へのアクセス向上の状況（尾鷲市～熊野市：約42分⇒約27分：約15分短縮）

④個性ある地域の形成

・拠点開発プロジェクトの支援に関する効果（養殖ブリのブランド化や更なる海外への販路が拡大）

・主要な観光地へのアクセス向上による効果（当該区間及び近畿自動車道紀勢線（尾鷲北～紀伊長

島）の開通により、東紀州地域の観光入込客数は3年連続200万人以上であるなど堅調に推移（H17

比で約1.5倍に増加））

⑤安全で安心できるくらしの確保

・三次医療施設へのアクセス向上の状況（当該区間及び近畿自動車道紀勢線（尾鷲北～紀伊長島）の

開通により、第２次救急医療施設から第３次救急医療施設への転院搬送時間が短縮（紀南病院～伊

勢赤十字病院間：約122分⇒約103分（約19分短縮））

⑥災害への備え

・対象区間が都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位

置づけがある又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）

として位置づけあり（三重県緊急輸送道路ネットワーク計画において第一次緊急輸送道路に指定）

・緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成

（当該区間（第一次緊急輸送道路）が並行区間（第一次緊急輸送道路）の代替路線を形成）

⑦地球環境の保全

・対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量（17.6千t-CO2/年）

⑧生活環境の改善・保全

・現道等における自動車からのNO2排出削減率（約9割削減）

・現道等における自動車からのSPM排出削減率（約9割削減）

その他評価すべきと判断した項目

特になし。

事 環境影響評価に対応する項目

業 特になし。

変 その他評価すべきと判断した項目

化 特になし。

事業評価監視委員会の意見

事業を巡る社会経済情勢等の変化

・近畿自動車道紀勢線の紀伊長島ＩＣ～勢和多気ＪＣＴ間が平成２４年度までに開通。

・紀勢自動車道の尾鷲北ＩＣ～海山ＩＣ間が平成２３年度に開通し、また、海山ＩＣ～紀伊長島ＩＣ間が

平成２５年度に開通したことにより、紀勢自動車道が全線開通。

今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性

・一般国道４２号熊野尾鷲道路は事業が完了しており、整備目的どおりの効果が発現していることから、

今後の事後評価の必要はないと考えます。

・一般国道４２号熊野尾鷲道路は、整備目的を達成していると判断できるため、改善措置の必要はないと

考えます。

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

・同種事業の計画・調査にあたっては、広域的な効果が発現するという観点で道路整備による多面的な効

果の把握に努める必要があると考えます。また、事業評価手法の見直しの必要はないと考えます。

特記事項

特になし。

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。
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ク
の

根
拠

１
．
活
力

円
滑
な
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
確
保

●
並
行
区
間
等
の
年
間
渋
滞
損
失
時
間
（
人
・
時
間
）
及
び
削
減
率

区
間

a（
費

用
便

益
分

析
対

象
エ

リ
ア

）
に

つ
い

て
　

　
　

　
渋

滞
損

失
時

間
（
現

況
）
：
4
2
1
.1

万
人

・
時

間
/
年

　
　

　
　

渋
滞

損
失

削
減

時
間

：
1
8
7
.3

万
人

・
時

間
/
年

（
4
2
1
.1

万
人

・
時

間
/
年

 ⇒
2
3
3
.8

万
人

・
時

間
/
年

）
区

間
b（

並
行

区
間

）
に

つ
い

て
：
（
国

道
4
2
号

（
尾

鷲
南

IC
入

口
～

熊
野

大
泊

IC
交

差
点

間
）
）

　
　

　
　

並
行

区
間

の
渋

滞
損

失
時

間
（
現

況
）
：
1
3
3
.2

万
人

・
時

間
/
年

　
　

　
　

並
行

区
間

の
渋

滞
損

失
削

減
時

間
：
1
1
6
.3

万
人

・
時

間
/
年

（
1
3
3
.2

万
人

・
時

間
/
年

 ⇒
1
6
.9

万
人

・
時

間
/
年

）
　

　
　

　
並

行
区

間
の

渋
滞

損
失

削
減

率
：
 9

割
削

減

□
並
行
区
間
等
に
お
け
る
混
雑
時
旅
行
速
度
が
2
0
k
m
/
h
未

満
で
あ
る
区
間
の
旅
行
速
度
の
改
善
状
況

■
並
行
区
間
等
に
、
当
該
路
線
の
整
備
に
よ
り
利
便
性
の

向
上
が
期
待
で
き
る
バ
ス
路
線
が
存
在
す
る
又
は
新
た
な
バ
ス
路
線
の

状
況

当
該

区
間

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
名

古
屋

南
紀

高
速

線
[三

重
交

通
]の

速
達

性
が

向
上

当
該

区
間

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
高

速
南

紀
大

宮
線

（
南

紀
勝

浦
線

）
[三

重
交

通
・
西

武
バ

ス
]の

速
達

性
が

向
上

並
行

区
間

の
渋

滞
損

失
削

減
に

よ
り

、
熊

野
新

宮
線

[三
重

交
通

]の
円

滑
性

が
向

上

□
新
幹
線
駅
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
状
況

□
第
一
種
空
港
、
第
二
種
空
港
、
第
三
種
空
港
も
し
く
は

共
用
飛
行
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
状
況

物
流
効
率
化
の
支

援
□

特
定
重
要
港
湾
も
し
く
は
国
際
コ
ン
テ
ナ
航
路
の
発
着
港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
状
況

■
農
林
水
産
業
を
主
体
と
す
る
地
域
か
ら
大
都
市
圏
へ
の

農
林
水
産
品
の
流
通
の
利
便
性
向
上
の
状
況

Ｊ
Ａ
三
重
南
紀
は
、
地
域
の
温
暖
な
気
候
を
活
か
し
た

柑
橘

類
の

生
産

と
ブ

ラ
ン

ド
化

を
推

進
し

、
近

年
、

「
三

重
南

紀
み

か
ん

」
を

タ
イ

王
国

へ
輸

出
当
該
区
間
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
並
行
区
間
通
過
時
に

発
生

し
て

い
た

峠
道

の
揺

れ
に

よ
る

荷
傷

み
が

減
少

都
市
の
再
生

□
都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
に
関
す
る
効
果

□
三
大
都
市
圏
の
環
状
道
路
を
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

効
果

□
市
街
地
再
開
発
、
区
画
整
理
等
の
沿
道
ま
ち
づ
く
り
と

の
連
携
に
関
す
る
効
果

国
土
・
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築

□
当
該
路
線
が
新
た
に
拠
点
都
市
間
を
高
規
格
幹
線
道
路

で
連
絡
す
る
ル
ー
ト
を
構
成
す
る

■
当
該
路
線
が
隣
接
し
た
日
常
活
動
圏
中
心
都
市
間
を
最

短
時
間
で
連
絡
す
る
路
線
を
構
成
す
る

熊
野
市
か
ら
尾
鷲
市
ま
で
の
所
要
時
間
が
大
幅
に
短
縮

（
約

4
2
分

⇒
約

2
7
分

:
約

1
5
分

短
縮

）

■
日
常
活
動
圏
の
中
心
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
状
況

熊
野
市
か
ら
尾
鷲
市
ま
で
の
所
要
時
間
が
大
幅
に
短
縮
（

約
4
2
分

⇒
約

2
7
分

:
約

1
5
分

短
縮

）

個
性
あ
る
地
域
の

形
成

■
拠
点
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
に
関
す
る
効
果

安
定
供
給
ル
ー
ト
の
実
現
に
よ
り
、
民
間
投
資
が
拡
大

す
る

と
と

も
に

、
養

殖
ブ

リ
の

ブ
ラ

ン
ド

化
や

更
な

る
海

外
へ

の
販

路
が

拡
大

■
I
C
等
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
す
る
主
要
な
観
光
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
る
効
果

当
該
区
間
及
び
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
（
尾
鷲
北
～
紀

伊
長

島
）

の
開

通
に

よ
り

、
東

紀
州

地
域

の
観

光
入

込
客

数
は

3
年

連
続

2
0
0
万

人
以

上
で

あ
る

な
ど

堅
調
に
推
移
（
H
1
7
比
で
約
1
.
5
倍
に
増
加
）

□
新
規
整
備
の
公
共
公
益
施
設
へ
直
結
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
効
果
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２
．
暮
ら
し

安
全
で
安
心
で
き

る
く
ら
し
の
確
保

■
三
次
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
状
況

当
該
区
間
及
び
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
（
尾
鷲
北
～
紀

伊
長

島
）

の
開

通
に

よ
り

、
第

２
次

救
急

医
療

施
設

か
ら

第
３

次
救

急
医

療
施

設
へ

の
転

院
搬

送
時

間
が
短
縮
（
紀
南
病
院
～
伊
勢
赤
十
字
病
院
間
：
約
1
2
2
分
⇒

約
1
0
3
分

：
約

1
9
分

短
縮

）

３
．
安
全

安
全
な
生
活
環
境

の
確
保

□
並
行
区
間
等
に
死
傷
事
故
率
が
5
0
0
件
/
億
台
キ
ロ
以
上
で
あ
る
区
間
が
存
す
る
場
合
に
お
い
て
、
交
通
量
の
減
少
に
よ
り
当
該

区 間
の
安
全
性
の
向
上
の
状
況

災
害
へ
の
備
え

■
対
象
区
間
が
、
都
道
府
県
地
域
防
災
計
画
、
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
又
は
地
震
対
策
緊
急
整
備
事
業
計
画
に
位
置

づ
け
が
あ
る
、
又
は
地
震
防
災
緊
急
事
業
五
ヶ
年
計
画
に
位
置
づ
け
の
あ
る
路
線
（
以
下
「
緊
急
輸
送
道
路
」
と
い
う
）
と
し

て
位
置
づ
け
あ
り

三
重
県
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
に
お
い
て

第
一

次
緊

急
輸

送
道

路
に

指
定

■
緊
急
輸
送
道
路
が
通
行
止
に
な
っ
た
場
合
に
大
幅
な
迂

回
を
強
い
ら
れ
る
区
間
の
代
替
路
線
を
形
成

当
該
区
間
（
第
一
次
緊
急
輸
送
道
路
）
が
並
行
区
間
（
第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

）
の

代
替

路
線

を
形

成

□
並
行
す
る
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
替
路
線
と
し
て
機

能

■
並
行
区
間
等
の
事
前
通
行
規
制
区
間
、
特
殊
通
行
規
制

区
間
又
は
冬
期
交
通
障
害
区
間
が
解
消

並
行
区
間
の
事
前
通
行
規
制
区
間
、
特
殊
通
行
規
制
区

間
又

は
冬

期
交

通
障

害
区

間
を

解
消

　
（
事
前
通
行
規
制
区
間
の
迂
回
路
確
保
（
雨
量
規
制

2
区

間
（

弓
山

、
佐

田
坂

）
）

）

４
．
環
境

地
球
環
境
の
保
全

●
対
象
道
路
の
整
備
に
よ
り
削
減
さ
れ
る
自
動
車
か
ら
の

C
O
2
排
出
量

C
O
2
排
出
削
減
量
：
1
7
.
6
千
t
-
C
O
2
/
年
（
8
2
.
7
千
t
-
C
O
2
/
年

 
⇒

 
6
5
.
1
千

t
-
C
O
2
/
年

）

生
活
環
境
の
改

善
・
保
全

●
並
行
区
間
等
に
お
け
る
自
動
車
か
ら
の
N
O
2
排
出
削
減
率

国
道

4
2
号

（
尾

鷲
南

IC
入

口
～

熊
野

大
泊

IC
入

口
交

差
点

間
）
排

出
削

減
量

：
約

5
9
.2

t-
N

O
x/

年
（
6
5
.3

t-
N

O
x/

年
 ⇒

 6
.1

t-
N

O
x/

年
）
、

排
出

削
減

率
：
 9

割
削

減

●
並
行
区
間
等
に
お
け
る
自
動
車
か
ら
の
S
P
M
排
出
削
減
率

国
道

4
2
号

（
尾

鷲
南

IC
入

口
～

熊
野

大
泊

IC
入

口
交

差
点

間
）
排

出
削

減
量

：
約

3
.4

t-
S
P

M
/
年

（
3
.7

t-
S
P

M
/
年

 ⇒
 0

.3
t-

S
P

M
/
年

）
、

排
出

削
減

率
：
 9

割
削

減

□
並
行
区
間
等
で
騒
音
レ
ベ
ル
が
夜
間
要
請
限
度
を
超
過

し
て
い
た
区
間
の
騒
音
レ
ベ
ル
の
改
善
の
状
況

□
そ
の
他
、
環
境
や
景
観
上
の
効
果

５
．
そ
の
他

他
の
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
と

の
関
係

□
他
機
関
と
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る

□
そ
の
他
、
対
象
地
域
や
事
業
に
固
有
の
事
情
等
、
以
上

の
項
目
に
属
さ
な
い
効
果
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様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・その他

の別

一般国道４２号 熊野尾鷲道路 Ｌ＝18.6Ｋｍ 高規格A’ ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

11,100 2 中部地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成30年度

単純合計 999億円 189億円 1,188億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

1,461億円 99億円 1,560億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成30年度

供 用 年 平成26年度

単年便益
（初年便益）

81億円 11億円 2.4億円 95億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

2,048億円 294億円 59億円 2,401億円 

③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 1.5

経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ） 841億円

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） 6.3%
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交通状況の変化

一般国道４２号　熊野尾鷲道路

（推計時点   Ｈ42年）

交通量※1 [台/日]

走行時間※2 [分]

：18.6km 走行時間費用※3 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

：25.7km 走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

：50.6km 走行時間費用 [億円/年]

③その他道路合計 ：277.7km 走行時間費用 [億円／年]

合計 ：372.6km 走行時間短縮便益 [億円/年]

※１：　当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２：　配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３：　費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４：　当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

※５：　②主な周辺道路における交通量の予測地点は、事業全体と残事業で同地点において設定する。

（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）

273.73 192.63 81.10

149.82 140.32

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便益
(A - B)

国道311号
2,300 400

98 97

41.19 7.46

②主な周辺道路※4

国道42号
8,900 1,600

50 42

82.72 12.48

様式－３①

整備なし(A) 整備あり(B)

①新設・改築道路

一般国道４２号
熊野尾鷲道路

- 11,100

- 15

- 32.37

尾鷲北ＩＣ

尾鷲南ＩＣ

三木里ＩＣ

熊野新鹿ＩＣ

賀田ＩＣ

熊野大泊ＩＣ

②

国

道

42

号

①

一

般

国

道

42

号

熊

野

尾

鷲

道

路

L=18.6km

尾鷲市

熊野市

②

国

道

311

号

L=50.6ｋmL=25.7ｋm
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様式－３②

費用便益分析の条件

一般国道４２号　熊野尾鷲道路

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成３０年２月　国土交通省　道路局　都市局）

その他 □

分析対象期間 ５０年間

社会的割引率 4％

基準年次 平成30年

１時点のみ推計 ■（Ｈ42）

複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）
□

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 □
採用理由を記載

□

配分交通量の
推計手法 簡易手法の

採択理由

簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

速度設定の
考え方

■

交通量が、交通容量（Ｑmax～Ｑmin）以上の路線、交通容量（Ｑmin～Ｑmax）の路
線、等が混在した配分結果となっているため、費用便益算出においては、速度差
の生ずる「加重平均速度」を用いた。

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

推計に用いた
OD表

■
（Ｈ２２センサス）

□

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

開発交通量の
考慮

有の場合のみ 考慮した理由を記載

算出マニュアル
■

分析の基本的事項

交通流の
推計時点

推計の状況
いずれかのみ
の推計の場合
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一般国道４２号　熊野尾鷲道路

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した通行止め日数 （　　　）　日

とり止め交通の考慮する □

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）　日

冬期の走行速度と交通容量の関係

設定の考え方を記載

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定 ■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

中央分離帯の有無を考慮 □

中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □

その他

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

車種別時間
価値原単位 　算出根拠を添付すること

車種別走行
経費原単位 　算出根拠を添付すること

交通事故減少
便益算定

走行時間短縮・走
行経費減少・交通
事故減少以外の便

益
　（考慮の場合、算出根拠を添付すること）

便
益
の
算
定

休日交通の
影響 考慮する

場合のみ

災害等による
通行止めの

影響 考慮する
場合のみ

採用した通行止め日数の考え方を記載

とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

冬期交通の
影響 考慮する

場合のみ

採用した冬期日数の考え方を記載
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一般国道４２号　熊野尾鷲道路

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

その他（概略事業計画による値を採用） □
維持管理費の設定根拠を記載

事務所管内直轄路線の1km当たり平均単価（実績値）を使用

積雪地域または寒冷地域である □

費 ■

用 □

の 事業費を考慮 □

算 維持管理費を考慮 □

定

その他

４．その他

当該道路整備が
行われない場合

の費用

考慮しない

考慮する

考慮する
場合のみ

当該道路整備が行われない場合の費用を考慮した理由および考え方を記載（対策内容、費
用等）

雪寒費

事業費

維持管理費

82



様式－４

費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出 (消費税相当額含む)

箇所名：一般国道４２号　熊野尾鷲道路 単価 (億円) 延長 (㎞) 単純価値(億円)

0.22 18.6 4.09
割戻率 GDP

年次  年度 1.04 ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
-18年目 H 8 2.3699 116.6 2.39 4.99
-17年目 H 9 2.2788 117.5 14.57 29.05
-16年目 H 10 2.1911 116.9 29.81 57.44
-15年目 H 11 2.1068 115.2 10.44 19.62
-14年目 H 12 2.0258 113.8 9.14 16.73
-13年目 H 13 1.9479 112.4 6.52 11.62
-12年目 H 14 1.8730 110.5 14.00 24.39
-11年目 H 15 1.8009 109.0 14.00 23.78
-10年目 H 16 1.7317 107.9 45.53 75.11
-9年目 H 17 1.6651 106.7 78.66 126.19
-8年目 H 18 1.6010 105.9 69.76 108.42
-7年目 H 19 1.5395 105.0 81.18 122.36
-6年目 H 20 1.4802 104.4 80.33 117.09
-5年目 H 21 1.4233 103.0 91.86 130.49
-4年目 H 22 1.3686 101.3 85.88 119.28
-3年目 H 23 1.3159 99.8 118.45 160.55
-2年目 H 24 1.2653 99.0 141.72 186.21
-1年目 H 25 1.2167 99.0 92.35 116.67

供用開始年次 H 26 1.1699 101.5 12.41 14.70 3.79 4.49
1年目 H 27 1.1249 103.0 3.79 4.25
2年目 H 28 1.0816 102.8 3.79 4.10
3年目 H 29 1.0400 102.8 3.79 3.94
4年目 H 30 1.0000 102.8 3.79 3.79
5年目 H 31 0.9615 102.8 3.79 3.64
6年目 H 32 0.9246 102.8 3.79 3.50
7年目 H 33 0.8890 102.8 3.79 3.37
8年目 H 34 0.8548 102.8 3.79 3.24
9年目 H 35 0.8219 102.8 3.79 3.11
10年目 H 36 0.7903 102.8 3.79 2.99
11年目 H 37 0.7599 102.8 3.79 2.88
12年目 H 38 0.7307 102.8 3.79 2.77
13年目 H 39 0.7026 102.8 3.79 2.66
14年目 H 40 0.6756 102.8 3.79 2.56
15年目 H 41 0.6496 102.8 3.79 2.46
16年目 H 42 0.6246 102.8 3.79 2.37
17年目 H 43 0.6006 102.8 3.79 2.28
18年目 H 44 0.5775 102.8 3.79 2.19
19年目 H 45 0.5553 102.8 3.79 2.10
20年目 H 46 0.5339 102.8 3.79 2.02
21年目 H 47 0.5134 102.8 3.79 1.95
22年目 H 48 0.4936 102.8 3.79 1.87
23年目 H 49 0.4746 102.8 3.79 1.80
24年目 H 50 0.4564 102.8 3.79 1.73
25年目 H 51 0.4388 102.8 3.79 1.66
26年目 H 52 0.4220 102.8 3.79 1.60
27年目 H 53 0.4057 102.8 3.79 1.54
28年目 H 54 0.3901 102.8 3.79 1.48
29年目 H 55 0.3751 102.8 3.79 1.42
30年目 H 56 0.3607 102.8 3.79 1.37
31年目 H 57 0.3468 102.8 3.79 1.31
32年目 H 58 0.3335 102.8 3.79 1.26
33年目 H 59 0.3207 102.8 3.79 1.21
34年目 H 60 0.3083 102.8 3.79 1.17
35年目 H 61 0.2965 102.8 3.79 1.12
36年目 H 62 0.2851 102.8 3.79 1.08
37年目 H 63 0.2741 102.8 3.79 1.04
38年目 H 64 0.2636 102.8 3.79 1.00
39年目 H 65 0.2534 102.8 3.79 0.96
40年目 H 66 0.2437 102.8 3.79 0.92
41年目 H 67 0.2343 102.8 3.79 0.89
42年目 H 68 0.2253 102.8 3.79 0.85
43年目 H 69 0.2166 102.8 3.79 0.82
44年目 H 70 0.2083 102.8 3.79 0.79
45年目 H 71 0.2003 102.8 3.79 0.76
46年目 H 72 0.1926 102.8 3.79 0.73
47年目 H 73 0.1852 102.8 3.79 0.70
48年目 H 74 0.1780 102.8 3.79 0.67
49年目 H 75 0.1712 102.8 -24.12 -4.13 3.79 0.65

  合　計 974.89 1460.57 189.44 99.08

単純事業費計 999.01 189.44

注）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。

事業費（億円） 維持管理費（億円）
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車線数 延長

2 18.6km

■事業費内訳（事業全体）

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

①工事費 84,133

改良費 3,631

土工 ｍ3 889,000 1,266

軟弱地盤改良工 ｍ3

法面工 ㎡ 85,400 1,173 切土法面、盛土法面、種子散布など

擁壁工 式 1 447 補強土壁、重力式擁壁、ブロック積擁壁等

管渠工 ｍ 460 58

函渠工 ｍ 330 55

排水工 ｍ 11,700 192

中央分離帯工 ｍ

雑工 式 1 440

橋梁費 12,421

100m以上 ｍ 2,060 10,543

100m未満 ｍ 440 1,878

トンネル費 54,496

ＮＡＴＭ ｍ 13,500 54,496

シールド ｍ

ＩＣ・JCT費 12,543

ＩＣ 箇所 5 12,543

ＪＣＴ 箇所

舗装費 410

車道舗装 ㎡ 28,200 410

その他舗装 ㎡

付帯施設費 632

交通管理施設工 式 1 632 標識、防護柵など

遮音壁 ｍ

②用地及補償費 4,690

用地費 ㎡ 2,412

宅地 ㎡ 26,525 1,506

田畑 ㎡ 135,747 480

山林・原野 ㎡ 397,984 426

その他 ㎡

補償費 式 1 2,278

③間接経費 式 1 15,984 地質調査、測量、設計にかかる費用及び予備費

全体事業費 104,807

【単価等について】

○工事費算出にあたっては、土木工事標準歩掛及び近接事業箇所の実績単価を使用

○用地補償費算出にあたっては、近接事業箇所の直近実績単価を使用

路線名 箇所名

一般国道４２号 熊野尾鷲道路

参考様式1参考様式1
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車線数 延長

2 18.6km

■維持管理費内訳（事業全体）

単位 数量
金額

（百万円）
備考

維持費 Km 18.6 4,550 巡回、清掃、除草、除雪等

修繕費 式 1 16,150 路面補修、構造物の点検・補修等

その他 式 1

維持管理費合計 20,700

【単価等について】

○維持管理費は実績に基づき算出

一般国道４２号 熊野尾鷲道路

区分

路線名 箇所名

参考様式２参考様式２
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